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文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）
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は
じ
め
に

　
薩
摩
藩
天
保
改
革
の
最
中
で
あ
る
天
保
六
年
閏
七
月
十
日
、
鹿
児
島
か
ら
調
所
広
郷
が
大
坂
の
商
人
浜
村
藤
兵
衛
へ
出
し
た
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
に
天
草
商
人
石
本
平
兵
衛
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
は
、
武
野
要
子
氏
の
指
摘
以
来
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
一
砂
糖
や
共
又
々
悪
計
取
企
、
品
々
申
哉
二
相
聞
へ
、
籾
々
不
届
千
万
成
も
の
共
二
御
座
候
、
し
か
し
此
度
連
も
日
野
平
御
手
先

　
　
こ
て
彼
是
御
配
慮
幅
下
、
先
山
先
方
静
二
相
成
増
哉
二
面
無
此
上
、
何
分
御
任
せ
申
上
置
候
所
二
御
座
候
間
、
御
産
物
直
段
募

　
　
ハ
い
つ
れ
御
引
受
品
と
御
心
得
血
管
藤
壷
、
石
本
と
申
ま
た
く
ら
の
膏
薬
張
り
付
、
一
向
油
断
相
計
画
申
候
、
長
崎
御
商
法
此

　
　
比
二
七
ハ
不
行
届
様
成
立
候
付
、
是
を
崩
し
　
度
心
持
と
相
聞
へ
申
谷
間
、
御
油
断
被
下
問
敷
、
巨
霊
念
ハ
事
事
二
御
座
候
、

　
　
是
を
崩
し
候
ニ
ハ
私
罷
昼
餉
而
ハ
邪
魔
二
相
初
申
候
付
、
其
時
幽
い
つ
れ
私
を
追
ひ
の
け
候
手
段
無
相
違
、
此
度
な
と
も
砂
糖

　
　
や
其
外
之
事
二
て
仕
事
を
い
た
し
候
も
難
計
、
よ
も
や
恩
以
あ
た
を
む
ぐ
ひ
ハ
下
間
敷
と
車
庫
候
へ
と
も
、
こ
こ
か
油
断
の
な

　
　
ら
ぬ
山
も
の
在
寮
心
配
二
御
座
候
、
一
向
御
油
断
被
下
間
敷
候
、
い
つ
れ
私
帰
座
ま
て
ハ
滞
坂
と
存
申
候
、
此
人
ハ
貴
君
を
た

　
　
の
ミ
無
之
而
ハ
蘇
生
の
出
来
る
人
山
而
ハ
無
之
、
如
仰
書
二
事
を
片
付
蛎
船
・
大
変
二
御
座
候
、
是
ま
で
二
千
貫
目
も
食
込
候

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二

　
　
ま
て
の
油
断
、
今
更
い
た
し
方
無
道
査
問
、
如
意
細
長
く
取
候
よ
り
外
い
た
し
方
ハ
有
之
間
敷
候
、
此
度
其
許
御
取
扱
も
細
々

　
　
被
仰
下
委
曲
致
承
知
候
、
左
候
而
此
節
ま
て
ハ
丸
田
ま
て
も
丸
メ
て
証
置
集
成
候
由
、
是
も
御
尤
二
存
申
候
、
為
被
仰
通
り
心

　
　
得
同
人
へ
も
御
書
処
士
様
を
以
、
彼
是
申
藩
候
蛮
民
仕
候
、
為
替
取
極
な
と
も
私
口
入
候
労
二
而
、
不
入
事
と
思
召
可
有
之
候

　
　
へ
と
も
、
何
分
御
山
込
連
も
取
れ
中
間
敷
と
存
候
付
、
何
卒
石
本
手
の
切
レ
不
申
候
様
こ
と
存
、
御
相
談
為
致
事
事
二
て
候
、

　
　
何
分
貴
君
二
品
年
男
致
置
不
学
候
而
ハ
此
軍
帽
ま
け
二
相
成
申
候
、
左
様
御
心
諸
差
糖
度
御
願
ひ
申
出
、
い
つ
れ
不
遠
出
坂
細
々

　
　
御
打
合
可
申
上
候
、
三
士
湯
翻
、
石
本
ニ
ハ
去
ル
も
の
こ
而
候
義
と
私
ニ
ハ
存
申
候
間
、
手
ニ
ハ
入
置
と
ふ
せ
公
儀
御
役
方
等

　
　
へ
極
内
申
入
事
解
同
人
二
三
せ
候
ハ
・
、
此
御
方
御
為
ニ
ハ
相
成
候
儀
と
存
申
候
、
誓
事
闘
い
か
か
貴
君
ニ
ハ
御
駕
御
座
候
や
、

　
　
夫
ハ
不
入
事
と
思
召
候
ハ
・
止
メ
ニ
可
致
、
異
事
も
帰
坂
細
々
可
申
承
候

，
右
の
史
料
で
は
、
①
薩
摩
藩
の
大
坂
に
お
け
る
砂
糖
販
売
の
独
占
的
位
置
が
砂
糖
屋
な
ど
の
動
き
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
石
本
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
恐
れ
が
あ
る
、
②
「
長
崎
御
商
法
」
、
す
な
わ
ち
長
崎
に
お
け
る
琉
球
産
物
の
販
売

が
不
振
で
あ
る
た
め
に
石
本
が
こ
れ
を
崩
し
、
離
れ
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
、
③
石
本
と
の
貸
借
関
係
で
は
、
銀
二
千
貫
目
が
薩
摩
藩

か
ら
の
貸
し
越
し
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
石
本
と
の
関
係
が
切
れ
な
い
よ
う
に
繋
ぎ
止
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
、
と
石
本
へ
の
警
戒
心
を
示
す
と
同
時
に
、
④
公
儀
役
方
へ
内
密
の
依
頼
事
を
す
る
と
き
な
ど
は
石
本
の
人
脈
を
利
用
で
き
る
と

し
、
さ
ら
に
、
⑤
石
本
は
孫
村
を
頼
ら
な
く
て
は
蘇
生
の
で
き
る
人
で
は
な
い
と
、
石
本
家
の
経
営
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
見
通
し
ま

で
も
伝
え
て
い
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
時
期
、
石
本
家
と
薩
摩
藩
が
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
も
、
浜
村
に
対
し
て
「
何
分
貴
君

二
閉
口
測
量
費
不
申
候
而
ハ
、
此
中
ハ
ま
け
二
相
成
申
候
、
左
様
御
心
単
勝
粗
度
御
願
ひ
墓
畔
」
と
念
を
押
す
必
要
が
あ
る
く
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
者
は
対
立
、
緊
張
し
た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ヨ
　

　
先
稿
で
は
、
文
政
七
年
ま
で
の
石
本
家
と
薩
摩
藩
の
関
係
を
み
た
が
、
こ
こ
で
は
七
年
の
状
況
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
と
と
も
に
、

天
保
六
年
、
先
の
調
所
の
石
本
評
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
前
段
階
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。



、

文
政
七
年
以
降
の
石
本
家
と
薩
摩
藩

　
文
政
六
年
九
月
か
ら
鹿
児
島
に
滞
在
し
て
い
た
石
本
家
五
代
勝
之
丞
へ
、
十
一
月
二
十
三
日
、
薩
摩
藩
は
正
式
に
薩
摩
藩
長
崎
屋

敷
へ
の
出
入
り
許
可
と
琉
球
産
物
取
扱
方
に
つ
い
て
依
頼
し
た
。
薩
摩
藩
が
石
本
へ
求
め
た
の
は
、
①
「
出
後
れ
銀
」
の
処
理
と
円

滑
な
琉
球
産
物
代
銀
受
取
の
仕
組
み
、
②
銀
一
五
〇
貫
目
の
調
達
で
あ
っ
た
。
こ
の
滞
在
の
期
間
、
石
本
は
藩
に
対
し
て
人
吉
藩
産

の
苧
・
茶
の
売
り
込
み
と
代
銀
の
唐
物
方
取
扱
を
求
め
て
交
渉
し
た
が
、
期
待
し
た
約
束
を
藩
か
ら
取
り
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。　

①
の
「
出
後
れ
銀
」
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
翌
七
年
は
「
近
年
稀
住
銀
支
」
と
薩
摩
の
役
方
や
用
達
商
人
へ
の
石
本
書
翰
に
度
々

記
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
銀
の
流
通
は
滞
っ
て
お
り
、
薩
摩
藩
の
要
求
を
完
全
に
実
施
す
る
の
は
困
難
を
極
め
た
が
、
早
急
に
入
手
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た
銀
＝
二
〇
貫
目
分
に
つ
い
て
は
、
二
月
、
聞
役
代
（
産
物
方
掛
）
奥
へ
提
出
し
た
「
銀
宝
」
に
よ
り
入

手
の
目
途
が
つ
き
、
残
り
八
○
○
貫
目
に
つ
い
て
は
、
六
月
、
今
明
年
中
、
会
所
の
都
合
に
よ
っ
て
は
明
後
年
ま
で
の
二
～
三
年
間

の
分
割
で
入
手
す
る
方
針
が
奥
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
石
本
の
方
針
を
も
と
に
し
て
奉
行
所
役
人
の
意
見
を
採
り
入
れ
、
ま

た
聞
役
小
森
新
蔵
・
聞
役
代
奥
の
内
閲
を
へ
た
願
書
を
奉
行
所
へ
提
出
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
東
郷
半
助
・
田
中
新
八
・
帖

佐
彦
左
衛
門
宛
の
閏
八
月
廿
一
日
付
書
簡
に
は
「
御
産
溢
泌
御
取
受
方
御
書
面
立
山
江
御
差
出
相
成
候
趣
に
て
、
同
所
之
都
合
も
宜

段
内
々
昨
日
申
来
、
会
所
向
江
も
い
つ
れ
御
書
面
介
意
相
含
内
談
い
た
し
候
趣
申
来
、
右
二
付
回
田
小
森
様
御
厚
く
御
取
計
御
座
候

哉
、
大
二
会
所
向
都
合
も
宜
様
子
二
相
聞
へ
、
於
私
も
重
畳
奉
大
慶
」
（
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）
と
あ
り
、
翌
日
、
小
森
へ
も
「
追
々

御
配
慮
之
已
後
、
会
所
よ
り
銀
子
御
取
受
方
御
書
面
立
山
江
御
荘
出
相
成
り
、
折
角
吟
味
役
中
も
差
入
内
評
い
た
し
呉
晒
蝋
内
々
為

知
有
之
、
且
立
山
向
も
至
而
都
合
克
立
入
御
国
立
通
可
相
成
昌
盛
亦
別
段
極
内
々
申
来
、
於
私
も
重
畳
奉
安
慶
」
（
「
石
本
文
書
」
五
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摩
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七
一
三
、
な
お
、
同
史
料
に
つ
い
て
は
、
月
日
の
明
確
な
時
は
月
日
の
み
を
記
す
）
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
進
展
が
見

ら
れ
、
文
政
七
年
冬
か
ら
藩
へ
の
元
銀
納
入
が
な
さ
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
の
も
、
石
本
が
自
の
利
益
を
後
に
回
し
て
ま
で
も
「
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

後
れ
銀
」
の
解
消
に
当
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
②
の
石
本
か
ら
の
調
達
銀
一
五
〇
貫
目
は
、
四
月
十
日
ま
で
に
大
坂
・
長
崎
の
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
へ
納
め
ら
れ
た
。

　
な
お
、
藩
に
と
り
最
も
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
貿
易
品
の
品
増
し
と
年
限
延
長
に
つ
い
て
も
石
本
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
も
「
御
産
物
種
類
増
資
申
立
御
書
面
両
三
日
前
会
所
江
も
御
下
相
成
り
、
い
つ
れ
も
勘
弁
中
之
よ
し
耳
打
有
之
候
、
昨
今
之
面

会
之
両
三
輩
も
鳥
見
候
品
々
噂
も
有
之
、
先
日
之
御
様
子
二
て
も
面
々
役
所
之
方
口
元
よ
り
御
引
受
品
品
模
様
と
奉
塁
上
候
」
（
十
月

廿
六
日
）
と
、
ま
だ
唐
紅
毛
品
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
は
残
っ
て
い
る
と
留
保
は
し
な
が
ら
も
、
長
崎
会
所
・
長
崎
奉
行

所
に
お
い
て
は
藩
の
要
求
が
認
め
ら
れ
る
と
の
情
報
を
逸
早
く
察
知
し
、
奥
へ
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
藩
か
ら
石
本
へ
求
め
ら
れ
た
事
項
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
石
本
か
ら
藩
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
石
本
が
売
り
込
み
を
は
か
っ
て
い
た
苧
・
茶
の
藩
産
物
方
へ
の
売
上
は
期
待
し
た
よ
う
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
新
た
に
綿
・
木
綿
の
売
り
込
み
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
大
豆
代
銀
も
長
崎
為
替
に
加
え
る
た
め
に
唐
物
方
へ
上
納
す
る
よ
う
石
本

は
指
示
し
た
。

　
文
政
七
年
、
唐
物
方
へ
上
納
さ
れ
た
、
ま
た
は
上
納
予
定
の
金
額
と
実
際
に
上
納
さ
れ
た
状
況
を
示
そ
う
。

　
六
月
の
「
心
葉
相
成
候
上
ハ
当
所
為
替
御
渡
方
恒
心
付
被
下
」
分
に
つ
い
て
整
理
し
て
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
銀
四
〇
貫
目
（
銀
一
九
貫
八
五
〇
目
、
金
一
〇
〇
両
）
　
苧
二
万
目
代

　
　
丁
銭
一
四
五
〇
貫
文
　
木
綿
一
〇
〇
〇
反
代
、
綿
五
〇
本
代

　
　
同
　
五
一
六
八
貫
一
四
八
文
　
茶
代
半
高
（
唐
物
方
・
鯨
方
・
館
内
方
）

　
　
同
六
一
七
貫
九
〇
〇
文
　
瀬
戸
山
よ
り
純
納
方



　
　
小
以
〆
一
万
一
二
三
五
貫
六
四
八
文
　
　
閏
八
月
ま
で
に
上
納
済
む
べ
き
高

　
　
　
　
外

　
　
丁
銭
一
七
〇
〇
貫
文
　
　
苧
代
、
上
納
不
治
定
高

　
　
同
　
九
〇
〇
貫
文
　
　
　
残
り
茶
代

　
　
合
一
万
三
七
三
五
貫
六
四
八
文
　
　
為
替
に
て
受
け
取
る
べ
き
高

　
苧
・
木
綿
・
綿
・
茶
の
代
銀
に
加
え
瀬
戸
山
市
兵
衛
よ
り
取
り
立
て
納
め
の
分
（
八
七
五
貫
九
〇
〇
文
か
ら
瀬
戸
山
へ
渡
す
二
五

八
貫
文
程
を
差
し
引
い
た
残
り
）
一
万
＝
一
三
五
貫
文
盲
が
閏
八
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
外
に
二
六
〇
〇
貫
文
が
確

定
で
は
な
い
が
受
け
取
る
予
定
の
苧
・
茶
代
で
あ
る
か
ら
、
合
計
一
万
三
七
三
五
貫
六
四
八
文
、
一
一
〇
文
替
え
に
し
て
銀
一
二
四

貫
八
六
九
匁
余
が
長
崎
為
替
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
た
銀
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
「
閏
八
月
廿
二
日
長
崎
為
替
御
聞
済
上
納
分
」
と
し
て
瀬
戸
山
よ
り
通
知
さ
れ
た
の
は
つ
ぎ
の
二
口
に
す
ぎ

な
い
。

　
　
銀
一
九
貫
八
五
〇
目
四
分
、
金
一
〇
〇
両
　
　
苧
代
の
内

　
　
銭
二
三
九
五
貫
七
〇
〇
文
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
四
三
〇
俵
代
、
十
月
限
の
口

こ
の
外
に
、
銭
一
八
九
六
貫
三
二
八
文
（
二
〇
〇
六
貫
七
〇
〇
文
の
高
）
が
「
唐
物
方
茶
代
半
盲
八
月
限
之
口
」
と
し
て
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
六
月
に
予
定
し
て
い
た
内
の
一
部
が
為
替
と
し
て
確
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
十
月
の
「
仮
差
引
」
に
よ
れ
ば
、
閏
八
月
中
に
書
付
を
差
し
出
し
依
頼
し
た
銀
九
〇
貫
目
の
為
替
分
の
み
に
つ
い
て
は
、

別
金
の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
、
瀬
戸
山
よ
り
唐
物
方
へ
「
口
々
上
納
相
済
居
候
得
は
、
差
引
残
過
上
二
相
成
候
積
り
」
と
し
て
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

貫
目
余
を
計
上
し
て
い
る
。

　
石
本
は
「
此
間
中
申
上
置
候
存
念
通
言
許
容
石
下
候
得
は
、
已
後
産
物
代
蘇
方
よ
り
之
納
方
蔵
置
左
之
通
相
成
候
積
り
二
御
座
候
」

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

五



　
　
　
　
文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

と
し
て
つ
ぎ
を
示
し
て
い
る
。

　
当
秋
御
差
送
荷
物
代

　
　
銀
三
五
〇
目
程
　
　
秋
差
送
荷
物
代

　
　
　
内

　
　
銀
一
二
〇
貫
目
程
　
木
綿
（
一
万
五
〇
〇
〇
反
）
代
官
高
二
月
為
替
の
積
も
り

　
　
同
　
七
五
貫
目
　
　
茶
（
三
〇
〇
〇
俵
）
代
半
高

　
　
同
　
二
五
貫
目
程
　
苧
（
二
万
斤
）
代
半
高

　
　
　
〆
銀
二
五
〇
貫
目
　
　
二
月
・
八
月
両
度
為
替
引
合
笹
分
、
二
月
受
取
前

　
　
残
銀
一
三
五
貫
目
程
　
　
三
月
受
取
前
之
処
、
産
物
代
未
納
・
延
納
、
六
、
七
月
大
甘
納
銀
の
節
渡
す
高

　
　
銀
三
五
〇
貫
目
程
　
春
送
荷
物
代

　
　
　
内

　
　
銀
二
五
〇
貫
目
　
前
の
通
り
為
替
願
分

　
　
残
銀
一
三
五
貫
目
程
　
十
一
月
中
大
割
納
銀
の
節
渡
す
積
も
り

　
す
な
わ
ち
、
琉
球
産
物
代
銀
三
五
〇
貫
目
の
内
、
二
五
〇
貫
目
は
石
本
が
薩
摩
藩
内
へ
売
り
込
む
商
品
代
銀
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
石
本
の
期
待
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
「
尤
、
明
二
月
迄
之
処
ハ
、
私
方
木
綿
送
込
置
候

故
、
二
月
迄
之
儀
は
前
書
墨
銀
割
下
不
相
成
、
茶
・
木
綿
御
聞
済
相
成
候
得
は
、
明
八
月
よ
り
前
書
墨
銀
割
二
相
成
申
候
」
と
条
件

付
の
見
積
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。
「
茶
・
木
綿
御
聞
済
」
と
は
藩
“
唐
物
方
に
よ
る
買
い
上
げ
に
よ
る
一
手
売
り

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
薩
摩
藩
へ
の
商
品
売
り
込
み
が
、
石
本
に
よ
る
琉
球
産
物
取
扱
を
円
滑
に
進
め
る
鍵
で
あ
っ
た
。
そ
の



た
め
、
薩
摩
藩
へ
売
り
込
む
商
品
個
々
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
見
て
お
こ
う
。

　
　
　
1
　
苧

　
文
政
六
年
末
、
薩
摩
藩
は
石
本
の
取
扱
書
苧
二
万
斤
を
、
求
麻
問
屋
と
し
て
石
本
代
理
人
を
務
め
る
瀬
戸
山
市
兵
衛
お
よ
び
唐
物

方
御
用
達
小
村
権
兵
衛
・
中
村
戸
右
衛
門
・
横
山
善
助
を
通
じ
て
船
手
方
・
大
船
用
と
し
て
売
却
し
、
代
銀
は
唐
物
方
を
通
じ
て
長

崎
為
替
で
支
払
う
こ
と
を
指
示
し
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
し
た
が
い
、
瀬
戸
山
は
苧
荷
を
受
け
取
る
と
数
量
を
唐
物
方
へ
伝
え
、
代

銀
を
唐
物
方
へ
上
納
し
て
い
る
。
七
年
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
取
扱
量
は
二
万
斤
を
超
し
て
お
り
、
そ
の
代
銀
の
扱
い
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
瀬
戸
山
は
石
本
へ
具
申
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
石
本
は
そ
の
分
も
唐
物
方
へ
上
納
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
（
閏
八
月
廿
二
日
）
。

　
し
か
し
、
石
本
は
苧
に
つ
い
て
、
六
年
鹿
児
島
で
交
渉
し
た
よ
う
に
、
よ
り
安
定
し
た
多
量
の
販
売
に
よ
る
確
実
に
見
込
め
る
銀

の
入
手
の
方
法
を
あ
く
ま
で
も
求
め
て
い
た
。
現
状
の
販
売
の
あ
り
方
は
永
続
で
き
な
い
と
も
み
て
お
り
、
販
売
永
続
の
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

六
年
に
願
い
出
た
通
り
、
価
格
へ
の
配
慮
と
唐
物
方
に
よ
る
買
上
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
　
　
2
　
茶

　
茶
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
五
〇
〇
〇
俵
の
藩
に
よ
る
買
上
の
要
望
に
対
し
て
、
六
年
末
、
一
〇
〇
〇
俵
の
み
の
買
上
が
認
め
ら
れ

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
藩
・
唐
物
方
へ
買
上
量
の
増
加
と
価
格
に
つ
い
て
の
配
慮
を
願
い
出
て
い
る
。

　
七
年
正
月
十
七
日
に
は
、
「
御
国
許
江
は
千
俵
之
積
り
申
上
置
候
得
共
、
千
弐
百
俵
程
有
之
趣
、
同
所
よ
り
掛
合
来
候
付
、
右
高
送

方
仕
度
候
間
、
何
卒
少
々
高
増
相
成
候
段
宜
御
聞
済
被
下
汐
」
と
、
一
二
〇
〇
俵
の
送
り
方
の
許
可
を
奥
に
求
め
て
お
り
、
ま
た
求

麻
問
屋
瀬
戸
山
も
五
〇
〇
〇
俵
買
上
に
つ
い
て
願
い
出
た
り
、
石
本
の
た
め
に
求
麻
表
で
茶
の
買
入
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ

れ
に
対
し
て
石
本
は
「
直
段
千
首
何
分
去
年
御
願
申
上
候
通
之
振
合
不
相
成
而
ハ
往
々
引
合
不
申
二
付
、
兎
角
程
克
御
用
達
衆
御
役

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
こ

七



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
江
も
御
内
談
可
池
下
、
此
段
呉
々
奉
沖
乗
」
（
閏
八
月
廿
二
日
）
と
、
価
格
に
つ
い
て
注
意
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
茶
の
売
り

込
み
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
出
崎
後
の
石
本
「
小
遣
銀
控
帳
」
を
み
る
と
、
「
拝
領
之
品
御
礼
井
茶
願
方

心
付
進
物
之
分
」
と
し
て
銀
五
九
〇
目
、
「
御
用
人
・
御
奉
行
・
御
聞
役
出
立
饒
別
、
茶
・
木
綿
願
立
一
件
井
見
舞
共
一
こ
と
し
て
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
七
二
匁
が
記
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
に
お
い
て
茶
売
り
込
み
に
つ
い
て
の
運
動
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
石
本
が
長
崎
で
、
ま
た
瀬
戸
山
を
通
じ
て
鹿
児
島
で
茶
に
関
し
て
藩
へ
求
め
た
こ
と
は
、
唐
物
役
所
へ
十
月
に
提
出
し
た
つ
ぎ
の

願
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
乍
恐
奉
願
上
候
事

　
一
去
年
已
来
追
々
奉
戴
候
求
薄
茶
御
売
上
之
儀
、
去
一
ヶ
年
十
年
は
俵
高
千
俵
二
七
限
直
黒
等
も
別
段
以
御
評
議
御
買
上
ケ
被
下

　
　
置
難
有
仕
合
奉
存
候
、
界
雷
求
点
表
之
儀
は
私
二
お
み
て
無
念
取
組
も
仕
居
候
所
柄
二
付
、
茶
之
儀
も
是
迄
年
々
買
入
仕
、
手

　
　
先
之
者
共
よ
り
御
国
無
二
相
対
売
込
来
候
処
、
始
終
之
様
子
永
久
可
仕
商
法
と
相
見
江
不
申
、
無
拠
追
々
御
願
等
奉
申
上
候
処
、

　
　
御
用
物
用
言
求
麻
出
産
二
軸
は
難
道
号
相
済
、
他
国
茶
も
御
用
之
趣
二
心
処
、
其
分
ハ
格
別
之
悪
説
、
御
入
用
と
も
不
奉
承
候

　
　
故
、
右
脚
も
是
迄
御
買
上
相
含
蓄
候
口
々
よ
り
私
買
入
垂
雪
差
上
候
而
琉
球
国
御
仕
入
之
俵
高
邑
一
手
よ
り
御
買
上
跨
下
置
候

　
　
ハ
・
難
儀
奉
存
候
、
尤
一
手
御
売
上
之
儀
熱
願
候
段
は
身
勝
手
こ
も
相
当
り
奉
恐
入
溝
早
事
、
無
拠
次
第
別
儀
こ
も
無
御
座
、

　
　
求
麻
芋
竃
儀
私
一
筋
よ
り
買
入
仕
候
得
は
、
買
元
直
段
も
区
々
不
相
成
、
第
一
代
呂
物
言
子
方
之
儀
是
迄
私
手
先
共
よ
り
相
納

　
　
上
分
見
劣
、
御
取
扱
も
御
迷
惑
野
壷
薄
々
奉
承
知
、
私
二
お
み
て
も
偏
奉
恐
入
候
型
付
、
一
筋
二
御
買
入
仕
黒
目
・
上
品
も
無

　
　
洩
相
帯
、
代
呂
物
調
子
厳
行
届
上
納
仕
癖
得
ハ
御
手
数
十
も
不
被
吉
相
成
、
其
迄
単
品
之
儀
ハ
於
御
役
所
過
半
被
為
御
買
上
候

　
　
趣
体
付
而
は
、
乍
恐
私
署
取
無
此
上
も
御
手
続
罷
成
古
儀
二
付
、
何
卒
格
別
御
午
助
之
以
御
評
儀
以
後
之
儀
御
用
相
立
候
品
位

　
　
手
本
を
以
定
置
直
段
御
釜
被
爆
置
候
ハ
・
、
地
合
急
度
相
盤
上
納
言
、
代
銀
之
儀
は
長
崎
会
所
よ
り
御
取
鴬
唇
之
内
を
以
翌
二

　
　
月
限
同
所
為
御
替
を
以
松
坂
屋
辰
之
進
右
会
所
江
上
納
銀
之
内
よ
り
御
引
合
御
下
渡
被
仰
付
被
下
書
度
、
対
当
年
之
儀
は
手
先



　
　
之
者
共
代
呂
物
仕
前
方
不
束
之
趣
当
込
候
、
以
来
買
入
差
留
書
故
俵
高
相
揃
激
動
二
重
、
求
産
茶
弐
千
俵
限
り
御
買
上
奉
願
上
、

　
　
御
直
段
之
義
は
乍
恐
恐
年
通
五
貫
八
百
文
替
に
て
御
許
容
量
下
、
若
鼻
差
上
置
候
手
許
遠
位
よ
り
下
品
之
分
目
曲
直
段
御
割
下

　
　
を
以
御
買
上
被
下
下
候
様
奉
願
候
、
右
之
趣
は
重
畳
自
侭
之
御
願
御
座
候
得
共
、
前
書
奉
申
上
上
通
、
隠
釦
物
調
子
も
行
届
求

　
　
愚
筆
之
儀
も
折
合
克
買
入
官
僧
得
は
、
私
義
御
国
許
江
奉
縄
永
久
之
商
売
取
続
落
有
仕
合
重
曹
上
、
前
後
不
奉
顧
恐
奉
願
候
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
格
別
之
寮
属
取
訳
被
為
耳
蝉
免
許
被
下
草
候
ハ
・
御
恩
沢
之
程
重
畳
難
有
奉
存
候
、
依
之
此
段
以
書
付
併
願
候
、
已
上

す
な
わ
ち
、
右
の
史
料
で
は
、
①
こ
れ
ま
で
求
埋
茶
を
仕
入
れ
て
薩
摩
の
商
人
へ
の
相
対
売
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
不
安
定
な
取
引

状
況
に
あ
る
、
②
求
麻
か
ら
仕
入
れ
る
茶
の
み
な
ら
ず
他
国
茶
ま
で
も
石
本
が
最
終
的
な
買
い
入
れ
人
と
な
り
、
琉
球
国
仕
入
れ
分

は
石
本
の
一
手
販
売
と
す
る
、
こ
れ
に
よ
り
品
物
の
質
も
揃
い
、
仕
入
れ
価
格
も
安
定
す
る
、
③
今
年
は
石
本
の
手
先
の
者
の
不
束

に
よ
り
品
揃
え
が
で
き
な
い
の
で
、
二
〇
〇
〇
俵
限
り
一
基
五
貫
八
○
○
文
で
の
藩
買
上
を
願
う
、
④
願
い
が
許
さ
れ
求
麻
に
お
い

て
買
い
入
れ
が
円
滑
に
ゆ
け
ば
永
久
の
商
法
と
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
六
年
末
、
鹿
児
島
で
唐
物
方
と
交
渉
し
て
い
た
内
容
と
同
一
趣
旨
で
あ
り
、
五
〇
〇
〇
俵
藩
買
上
に
代
わ
り
「
琉
球
国
御

仕
入
」
を
正
面
に
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
新
味
が
あ
る
。
琉
球
国
救
済
を
琉
球
産
物
の
長
崎
貿
易
参
入
の
根
拠
と
し
て
品
数
の
増
加
、

販
売
年
限
の
延
長
を
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
認
め
る
な
ら
ば
、
大
き
な
利
権
が
石
本
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
茶
を
取
り
扱
っ
て

き
た
藩
翰
商
人
の
反
対
も
十
分
予
想
さ
れ
、
藩
が
石
本
の
願
書
を
受
け
入
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
右
の
願
書
の
方
向
に

つ
い
て
は
、
長
崎
の
奥
な
ど
は
了
承
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
藩
内
で
も
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
市
来
郷

商
人
長
谷
川
市
右
衛
門
父
子
へ
の
書
状
に
「
委
細
之
糊
口
奥
様
よ
り
御
承
知
可
門
下
ゆ
へ
略
仕
、
貴
国
之
義
も
御
同
所
江
得
斗
御
打

合
せ
申
上
置
候
ゆ
へ
、
何
れ
野
子
罷
越
早
上
夫
々
取
計
可
仕
」
と
あ
り
、
石
本
の
方
針
に
つ
い
て
は
奥
と
話
が
つ
い
て
お
り
、
奥
か

ら
長
谷
川
へ
石
本
の
意
向
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
直
接
に
は
、
右
書
状
に
続
き
、
「
右
之
含
有
之
、
当
年
よ
り
呉
越
候
茶
之
儀
ハ
求
麻

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

九



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

一
〇

上
乗
之
も
の
市
来
こ
て
引
渡
引
取
、
市
来
よ
り
ハ
問
屋
江
鹿
児
島
渡
込
つ
も
り
取
計
候
様
差
喚
い
た
し
置
候
義
御
座
候
間
、
此
段
御

内
々
御
午
高
下
候
、
何
分
茶
之
儀
も
今
一
入
永
々
之
締
り
無
血
而
ハ
身
を
入
兼
候
故
、
願
通
御
聞
済
相
成
候
様
之
御
工
夫
可
被
下
候
」

（
閏
八
月
廿
二
日
）
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
事
実
、
長
谷
川
宛
に
茶
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
年
次
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
田
清
八
よ
り
石
本
へ
の
書
状
に
「
茶
は
今
日
迄
千
二
百
積
出
申
候
、
日
々
下
り
之
間
差
急
キ
積
出
可
申
平
楽
承
知
仕
候
、
長
谷
川

方
へ
此
節
よ
り
送
付
申
候
」
（
「
石
本
文
書
」
八
七
二
八
）
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
3
　
綿
・
木
綿

　
苧
・
茶
の
薩
摩
藩
内
で
の
販
売
が
進
ま
ず
、
琉
球
産
物
代
銀
と
の
相
殺
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
石
本
は
、

瀬
戸
山
へ
「
綿
・
木
綿
両
品
之
儀
は
一
寸
掛
矧
江
も
申
上
置
三
二
付
、
猶
可
然
御
勘
弁
被
成
下
、
思
召
寄
り
之
趣
は
追
々
被
仰
聞
被

下
様
奉
頼
上
候
」
（
六
月
八
日
）
と
、
綿
・
木
綿
の
薩
摩
売
り
込
み
の
意
向
を
伝
え
、
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
て
い
る
。
綿
・

木
綿
と
も
に
こ
れ
ま
で
も
瀬
戸
山
を
通
じ
て
販
売
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
唐
物
方
取
扱
と
し
て
琉
球
産
物
代
銀
に
当
て
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
石
本
が
奥
と
内
談
の
節
示
し
た
綿
・
木
綿
販
売
に
つ
い
て
の
内
容
は
「
私
御
願
・
－
o
得
池
内
慮
奉
伺
候
事
」
に
示

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
綿
、
木
綿
に
つ
い
て
主
要
な
点
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
綿

①
唐
物
方
役
所
に
よ
る
一
手
払
方
の
仕
法
。

②
仕
入
れ
る
綿
一
万
本
は
、
石
本
と
薩
摩
の
大
坂
下
り
船
か
ら
半
数
ず
つ
買
い
取
る
。

③
見
込
ま
れ
る
純
利
益
は
銀
一
〇
〇
貫
目
。

綿
の
仕
法
に
よ
る
利
益
の
算
出
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
銀
二
〇
匁
　
　
　
綿
一
本
に
つ
い
て
の
利
益



同
二
〇
〇
貫
目

内
同
二
〇
貫
目
程

　
　
同
一
〇
貫
目
程

　
　
同
二
〇
貫
目
程

　
　
同
五
〇
貫
目
程

〆
同
一
〇
〇
貫
目

銀
一
〇
〇
貫
目

綿
一
万
本
の
利
益

掛
り
町
人
御
手
当
銀
、
其
外
売
立
場
失
費

役
所
向
御
手
当

買
上
延
払
之
分
、
利
足
御
償
、
或
は
置
場
等
御
手
当
用
意

一
本
二
付
五
匁
宛
、
大
坂
よ
り
早
船
運
賃
銀

諸
失
費
之
積
り

全
御
利
益
之
積
り

　
木
綿

①
唐
物
方
役
所
に
よ
る
一
手
払
方
の
仕
法
。

②
木
綿
四
万
反
の
内
、
半
髪
は
石
本
よ
り
仕
入
れ
、
坐
高
は
領
内
の
旅
船
よ
り
買
い
入
れ
る
。

③
見
込
ま
れ
る
木
綿
一
反
当
た
り
の
利
益
は
銀
一
匁
五
分
。

④
見
込
ま
れ
る
純
利
益
銀
四
〇
貫
目
、
外
に
銀
二
〇
貫
目
は
諸
失
費
。

　
し
か
し
、
容
易
に
右
の
提
案
を
実
施
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
一
つ
は
、
薩
摩
に
お
け
る
綿
需
要
が
「
綿
之
儀
拾
本
程
は
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

払
方
相
済
候
得
共
、
残
り
手
分
人
気
弱
く
当
分
御
払
綿
羊
見
合
」
と
瀬
戸
山
か
ら
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
少
な
か
っ
た
。
二
つ
は
、
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

が
す
で
に
綿
販
売
に
乗
り
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
石
本
は
薩
摩
に
お
け
る
木
綿
に
目
標
を
絞
り
唐
物
方
で
一
手
販

売
が
実
現
す
る
よ
う
な
工
夫
、
藩
へ
の
根
回
し
を
唐
物
方
御
用
達
で
あ
る
小
村
と
瀬
戸
山
へ
依
頼
し
た
。
さ
ら
に
唐
物
方
役
所
へ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

願
書
を
提
出
し
、
藩
に
よ
る
一
手
販
売
仕
法
の
実
施
を
求
め
た
。
石
本
は
こ
れ
に
よ
り
木
綿
三
、
四
万
反
の
売
り
捌
き
が
見
込
ま
れ

る
と
す
る
が
、
仕
入
れ
に
つ
い
て
藩
は
何
ら
手
数
を
要
せ
ず
、
仕
入
れ
銀
も
石
本
が
琉
球
産
物
に
関
係
し
て
い
る
限
り
特
に
現
銀
を

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
こ

二

出
す
必
要
も
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
藩
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
仕
法
に
よ
り
唐
物
方
に
お
い
て
も
利
益

を
あ
げ
、
そ
の
内
の
一
部
を
石
本
へ
配
分
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
翌
八
年
正
月
の
「
送
状
」
に
よ
れ
ば
、
天
草
木
綿
二
二
〇
〇
反
、
島
原
木
綿
四
七

〇
反
を
石
本
の
手
上
宝
徳
丸
で
瀬
戸
山
市
兵
衛
へ
積
み
送
っ
て
お
り
、
瀬
戸
山
へ
払
方
と
代
銀
の
唐
物
方
上
納
を
指
示
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
唐
物
方
に
よ
る
一
手
売
り
が
行
わ
れ
た
か
は
疑
わ
し
く
、
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
惟
さ
れ
る
。

　
　
　
4
　
大
豆

　
大
豆
の
薩
摩
へ
の
売
り
込
み
は
瀬
戸
山
を
介
し
て
の
取
引
と
な
る
が
、
茶
な
ど
の
売
り
込
み
が
見
込
み
通
り
で
な
い
こ
と
か
ら
、

新
た
に
長
崎
為
替
の
原
資
と
す
る
た
め
の
試
み
と
し
て
大
豆
の
売
り
込
み
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
豆
に
つ
い
て
初

め
て
言
及
し
た
石
本
か
ら
瀬
戸
山
へ
の
書
状
に
、
「
当
地
江
大
豆
買
入
置
、
年
内
上
方
為
登
之
積
り
御
座
候
処
、
も
し
御
地
之
義
直
段

相
応
御
座
候
ハ
・
為
試
積
雲
聖
霊
い
た
し
度
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
価
格
次
第
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
薩
摩
で
販
売

す
る
に
あ
た
っ
て
の
情
報
、
十
月
迄
着
荷
の
場
合
の
島
原
大
豆
の
相
場
、
薩
摩
で
の
金
銀
相
場
、
山
川
で
の
払
方
の
可
否
に
つ
い
て

瀬
戸
山
へ
問
い
合
わ
せ
て
お
り
（
閏
八
月
廿
二
日
）
、
九
月
一
日
に
は
大
豆
直
段
を
急
便
で
知
ら
せ
る
よ
う
島
原
か
ら
瀬
戸
山
へ
催
促

し
て
い
る
。

　
瀬
戸
山
か
ら
詳
細
な
大
豆
相
場
が
知
ら
さ
れ
て
き
た
の
に
応
じ
、
①
上
方
向
け
の
大
豆
の
内
、
四
、
五
百
石
を
薩
摩
へ
送
る
こ
と
、

②
大
豆
の
販
売
は
瀬
戸
山
へ
一
任
す
る
の
で
、
送
り
状
に
引
き
合
う
売
り
方
の
手
当
を
願
う
、
と
伝
え
、
さ
ら
に
「
売
捌
代
銀
之
儀

ハ
青
玉
唐
物
御
役
所
へ
御
上
納
騒
騒
下
、
則
四
百
石
組
積
代
銀
積
り
唐
物
御
役
所
江
申
上
置
候
手
当
二
御
座
候
間
、
何
分
宜
奉
頼
候
」

（
十
月
五
日
）
と
念
を
押
し
て
お
り
、
こ
の
大
豆
代
銀
も
唐
物
方
へ
上
納
に
な
れ
ば
、
凡
そ
五
〇
貫
目
ほ
ど
の
為
替
も
で
き
る
と
見

積
も
っ
て
い
る
（
十
月
十
九
日
）
。
し
か
し
、
先
出
の
「
仮
差
引
」
な
ど
に
み
る
よ
う
に
、
長
崎
為
替
の
原
資
と
し
て
大
豆
代
銀
は
見



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

積
も
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
販
売
が
恒
常
的
に
見
込
ま
れ
る
も
の
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
以
上
四
品
は
、
琉
球
産
物
代
銀
を
相
殺
す
る
た
め
に
石
本
が
薩
摩
藩
へ
の
売
り
込
み
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

物
に
つ
い
て
も
石
本
は
薩
摩
藩
と
取
引
が
あ
っ
た
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
れ
以
外
の
産

　
　
　
5
　
黒
砂
糖

　
文
政
六
年
前
で
も
入
手
し
た
黒
砂
糖
を
大
坂
に
送
り
、
ま
た
近
隣
諸
地
域
で
販
売
し
て
い
た
が
、
同
七
年
七
月
に
は
長
崎
に
集
ま

る
黒
砂
糖
を
石
本
の
み
の
取
扱
に
す
る
よ
う
松
坂
屋
辰
之
進
の
名
前
で
小
森
新
蔵
・
奥
四
郎
へ
願
い
出
た
。

　
一
言
産
物
黒
砂
糖
之
儀
、
前
方
よ
り
当
地
於
御
蔵
屋
鋪
御
西
方
御
取
扱
こ
も
相
成
書
段
奉
承
知
候
間
、
已
後
之
儀
当
所
売
支
配
方

　
　
私
江
御
託
志
下
置
候
は
石
釜
奉
存
候
、
右
二
付
言
は
乍
恐
自
今
当
所
江
入
津
之
砂
糖
は
私
方
江
付
送
売
方
仕
候
様
於
御
国
許
御

　
　
沙
汰
葦
笛
置
、
於
当
所
も
何
国
之
面
々
よ
り
積
送
候
共
、
於
右
品
は
私
単
二
而
売
買
い
た
し
候
様
其
筋
御
達
被
監
置
、
若
私
方

　
　
江
無
沙
汰
二
而
売
買
仕
過
類
は
、
御
蔵
屋
鋪
よ
り
御
察
当
被
仰
付
候
様
相
成
候
ハ
・
、
乍
恐
御
国
許
之
御
手
締
盟
も
被
為
相
成
、

　
　
当
地
こ
お
る
て
も
無
危
陥
実
意
取
計
出
来
壬
申
哉
、
左
感
得
ハ
壱
ヶ
年
三
千
里
余
も
相
潰
れ
可
算
見
込
御
座
溶
岩
、
代
銀
之
儀

　
　
時
々
五
弦
勘
定
を
以
上
納
仕
候
而
は
壱
ヶ
年
中
之
御
見
当
無
御
座
、
於
私
も
時
之
模
様
寄
り
取
計
方
進
退
仕
兼
候
儀
も
難
計
二

　
　
付
、
損
益
之
儀
は
私
引
請
、
山
川
御
払
立
直
段
二
当
所
迄
之
運
送
銀
着
天
爵
下
情
、
払
立
証
有
無
不
拘
凡
之
代
銀
大
坂
為
替
納

　
　
可
仕
、
尤
御
物
之
儀
こ
も
有
之
、
当
地
御
取
締
二
も
相
拘
り
候
儀
ゆ
へ
、
一
体
は
御
屋
鋪
二
而
御
取
扱
之
積
り
を
以
、
時
々
御

　
　
見
計
ひ
を
以
西
屋
鋪
江
御
付
送
翼
下
、
水
上
井
御
渡
方
有
之
節
は
御
用
達
御
立
盛
運
下
、
売
捌
方
面
已
引
受
切
り
こ
仕
候
得
ハ

　
　
乍
恐
損
益
不
相
指
揮
永
久
可
仕
置
存
仕
上
候
二
付
、
右
受
壷
を
以
御
許
容
止
下
張
置
旧
・
、
砂
糖
一
丁
二
一
二
匁
宛
三
千
樽
御
積

　
　
越
被
成
候
節
は
、
九
貫
目
之
高
情
冥
加
上
納
漫
画
仰
付
、
当
地
御
屋
鋪
向
御
修
復
御
手
当
言
内
二
も
前
差
訳
被
下
平
候
ハ
・
、

　
　
以
御
国
恩
職
業
基
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
紅
谷
趣
は
近
頃
揺
揺
入
貢
御
願
御
座
候
得
替
、
格
別
之
御
薗
慰
を
以
願
之
通

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

三



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

一
四

　
　
被
為
叶
被
下
置
候
様
被
仰
上
被
下
度
、
此
段
以
書
付
奉
願
上
候

　
右
の
史
料
で
は
、
①
長
崎
に
お
け
る
黒
砂
糖
は
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
後
そ
の
売
り
支
配
を
石
本
へ
委
託

す
る
、
②
石
本
宛
の
送
り
荷
だ
け
で
は
な
く
、
何
国
の
船
の
黒
砂
糖
で
あ
っ
て
も
長
崎
に
入
る
分
は
石
本
扱
い
と
な
る
こ
と
を
公
示

し
、
違
反
者
は
藩
に
お
い
て
処
罰
す
る
、
③
取
扱
量
は
三
〇
〇
〇
丁
を
見
込
む
、
④
薩
州
山
川
で
の
払
い
立
直
段
に
運
賃
を
加
え
た

代
銀
を
大
坂
為
替
で
支
払
う
、
⑤
こ
の
こ
と
が
許
さ
れ
た
な
ら
ば
、
一
丁
に
つ
き
三
匁
ず
つ
、
合
わ
せ
て
銀
九
貫
目
の
冥
加
銀
を
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

崎
屋
敷
に
納
入
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
願
書
に
つ
い
て
は
小
森
・
奥
の
同
意
を
得
て
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
書
通
り
実
現
し
た
こ
と
を
示
す
明
証
は
今
の
と
こ
ろ
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
は
入
手
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
長
崎
で
押
さ
え
た
薩
摩
藩
の
黒
砂
糖
販
売
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
石
本
は
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
以
前
に
黒
砂
糖
を
送
り
込
ん
だ
実
績
の
あ
る
下
関
の
角
屋
は
当
然
取
引
相
手
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
坂
の
美
濃
屋
与
兵
衛
へ
の
書
状
に
「
薩
州
黒
砂
糖
井
生
蝋
胃
薬
、
御
引
受
相
成
書
義
出
来
候
も
相
知
レ
不
申
段
壷
漿
聞
承
知
仕
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

弥
御
引
受
二
相
成
候
ハ
・
其
段
被
細
蟹
可
垂
下
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
坂
市
場
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
坂
と
の

砂
糖
販
売
が
ど
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
っ
た
か
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
冒
頭
史
料
に
み
た
よ
う
に
、
大
坂
の
砂
糖
商
人
な
ど
と

の
関
係
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
近
隣
へ
の
売
却
も
「
黒
砂
糖
重
重
ハ
、
血
肉
評
議
可
然
と
の
義
ニ
ハ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
共
、
一
手
事
と
申
儀
甚
六
宜
敷
儀
と
被
申
山
雲
二
而
、
是
以
只
今
之
様
子
二
溜
出
無
覚
廉
潔
存
候
」
と
人
吉
藩
の
状
況
に
つ
い
て

道
田
七
介
が
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
吉
藩
内
へ
の
独
占
販
売
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
6
　
そ
の
他

　
そ
の
外
に
、
薩
摩
藩
へ
の
売
り
込
み
を
は
か
っ
た
商
品
に
は
楮
・
皮
革
が
あ
り
、
賢
聖
か
ら
買
い
入
れ
る
も
の
に
は
櫨
実
が
あ
る
。

ま
た
、
薩
摩
藩
の
蔵
米
の
売
却
に
も
関
わ
る
と
共
に
手
船
に
よ
る
運
賃
稼
ぎ
に
も
乗
り
出
す
意
向
を
示
す
な
ど
、
種
々
の
産
物
の
取



扱
や
関
与
の
仕
方
に
よ
り
関
係
を
深
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
楮
に
つ
い
て
は
、
阿
久
根
の
勝
目
宗
之
丞
に
よ
る
人
吉
藩
産
楮
の
取
引
に
つ
い
て
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
段
々

御
取
諸
勢
着
雪
古
儀
、
薩
州
臨
御
引
合
兼
其
後
所
々
江
御
引
合
置
候
得
共
急
坪
不
霊
育
苗
、
漸
一
口
丈
夫
之
方
追
々
御
取
極
之
由
、

岩
端
愛
払
渡
二
野
ハ
御
引
合
兼
御
損
失
相
立
候
二
半
、
早
言
渡
期
而
上
中
下
壱
貫
目
張
付
平
均
二
匁
一
分
半
二
而
ハ
如
何
可
有
之

あ
　哉

」
と
、
薩
摩
藩
と
の
取
引
は
引
き
合
わ
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
石
本
は
他
に
そ
の
捌
き
口
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
石
本
は
櫨
実
を
大
坂
商
人
美
濃
屋
・
河
内
屋
へ
送
っ
て
い
る
。
薩
摩
藩
と
の
関
係
を
契
機
と
し
て
薩
摩
を
一
つ
の
供
給
地
と
す
る

動
き
が
出
て
き
た
こ
と
を
つ
ぎ
は
示
す
。

　
一
型
実
之
儀
丁
付
御
心
添
之
趣
委
細
承
知
仕
、
此
儀
も
御
嵩
薫
習
次
第
之
儀
二
付
、
御
国
許
是
迄
之
御
平
愚
直
段
承
知
不
仕
而
は

　
　
願
出
し
か
た
く
候
置
付
、
御
者
次
第
御
役
向
江
御
内
談
是
迄
之
平
均
直
段
割
合
相
分
り
候
様
御
願
被
下
、
相
分
候
ハ
・
早
々
為

　
　
御
知
被
下
度
奉
願
候
（
正
月
廿
七
日
）

　
す
な
わ
ち
、
櫨
実
を
取
り
扱
う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
値
段
に
よ
っ
て
は
願
い
出
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
前
提
と
し
て

薩
摩
に
お
け
る
平
均
直
段
を
知
ら
せ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
唐
物
方
用
達
の
小
村
権
兵
衛
と
瀬
戸
山
市
兵
衛
が
窓
口
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
「
小
村
氏
方
故
障
」
に
よ
り
進
捗
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
用
達
の
中
村
戸
右
衛
門
の

心
添
え
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
俄
に
具
体
化
し
、
三
四
斤
入
一
万
俵
の
買
入
許
可
の
見
込
み
が
あ
る
の
で
、
石
本
の
指
値
を
知
ら
せ

る
よ
う
に
と
知
ら
せ
て
き
た
。
石
本
は
櫨
実
は
品
に
よ
り
高
下
の
激
し
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
実
見
の
上
で
な
く
て
は
買
い
受
け
の

約
束
は
で
き
な
い
旨
を
小
村
・
瀬
戸
山
へ
伝
え
て
い
る
（
十
月
三
日
）
。
ま
た
、
一
万
俵
の
櫨
実
の
受
取
場
所
は
山
川
渡
し
で
あ
る
か

に
つ
い
て
の
確
認
を
求
め
、
ま
た
買
い
入
れ
る
場
合
は
、
来
春
二
月
以
降
の
受
取
に
な
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
石
本
は
相
良
人
吉
藩
・
島
原
藩
・
柳
河
藩
な
ど
の
年
貢
米
販
売
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
が
、
薩
摩
藩
の
米
と
の
関
わ
り
と

し
て
は
、
大
坂
仕
登
せ
為
替
米
が
あ
る
。
大
坂
仕
志
せ
為
替
米
は
、
文
政
六
年
石
本
が
鹿
児
島
滞
在
中
に
小
村
へ
願
い
出
て
い
た
も

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

一
五



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

一
六

の
で
あ
り
、
八
○
○
○
石
の
米
を
運
賃
付
き
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
石
本
は
、
大
坂
へ
は
銀
で
納
め
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ま
た
は
是
非
と
も
正
米
納
入
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
瀬
戸
山
へ
確
認
を
求
め
て
い
る
。

　
薩
摩
の
産
物
に
よ
る
運
賃
稼
ぎ
は
、
新
規
に
船
を
購
入
し
た
場
合
に
は
「
霜
取
大
島
登
い
た
し
運
賃
金
三
拾
貫
目
は
手
際
入
候
割

合
二
相
成
候
御
積
り
」
（
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）
と
利
益
を
み
こ
ん
で
い
る
。

二
、
扶
持
米
の
付
与

　
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
薩
摩
藩
か
ら
石
本
へ
の
扶
持
給
与
は
つ
ぎ
に
示
す
四
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
石
本
が
扶
持
米
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
は
新
た
な
段
階
に
進
ん
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
①
文
政
十
三
年
五
月
　
一
五
人
扶
持
　
　
石
本
平
兵
衛

　
　
唐
商
苦
情
申
し
立
て
一
件
、
年
限
継
お
よ
び
品
替
願
い
立
て
に
つ
き
抜
群
骨
折
り
に
つ
き
。

②
天
保
二
年
四
月
　
　
五
人
扶
持
　
　
　
平
兵
衛
俸
石
本
勝
之
丞

　
　
産
物
方
御
用
聞
見
習
仰
せ
付
け
る
に
つ
き
。

　
③
天
保
四
年
三
月
　
　
八
○
人
扶
持
　
　
石
本
平
兵
衛

　
　
去
夏
借
願
銀
二
〇
〇
貫
目
調
達
に
つ
き
。

　
④
天
保
七
年
十
二
月
　
五
人
扶
持
　
　
　
石
本
兼
次
郎

　
　
産
物
方
御
用
聞
仰
付
に
つ
き
。

　
扶
持
米
の
給
与
理
由
か
ら
分
け
る
と
、
①
②
④
が
琉
球
産
物
の
長
崎
貿
易
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
調
達
銀
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
長
崎
貿
易
に
関
係
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
扶
持
米
に
、
③
の
扶
持
給
与
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石



本
家
と
の
関
係
を
示
す
象
徴
的
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
1
長
崎
貿
易
関
係
に
よ
る
扶
持
、

2
調
達
銀
に
よ
る
扶
持
、
に
分
け
、
そ
の
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
述
べ
、
両
者
の
関
係
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
1
　
長
崎
貿
易
関
係
に
よ
る
扶
持

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
本
家
隠
居
石
本
平
兵
衛
が
「
産
物
方
御
用
聞
」
と
し
て
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
同
七
年
に
は
平
兵
衛

三
男
で
長
崎
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
兼
次
郎
が
「
産
物
方
御
用
聞
」
と
な
り
、
天
保
二
年
以
来
「
産
物
方
御
用
聞
見
習
」
で
あ
っ

た
石
本
家
当
主
で
あ
る
六
代
勝
之
丞
へ
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
期
の
石
本
家
の
経
営
の
あ
り
方
を
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
平
兵
衛
の
「
産
物
方
御
用
聞
」
か
ら
「
御
用
頼
」
へ
の
変
更
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る

か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
①
に
云
う
「
落
忌
苦
情
」
は
、
文
政
八
年
五
月
、
唐
商
人
か
ら
薩
摩
藩
が
長
崎
を
通
さ
な
い
品
物
を
唐
へ
持
ち
込
ん
で
い

る
た
め
に
、
正
規
の
手
続
き
に
よ
る
流
通
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
長
崎
奉
行
所
へ
訴
え
、
取
締
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
同
八
年
に
は
、
薩
摩
藩
が
前
々
か
ら
要
求
し
て
い
た
大
黄
・
甘
草
な
ど
の
薬
種
を
含
め
た
十
六
種
の
販
売
が
五
ヶ
年
、
銀
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

一
七
二
〇
貫
目
ま
で
許
さ
れ
る
と
い
う
画
期
な
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
文
政
八
年
の
年
継
ぎ
、
品
増
が
許
可
さ
れ
た
後
に
は
扶

持
給
与
は
な
く
、
十
二
年
の
年
継
ぎ
が
許
可
さ
れ
た
翌
十
三
年
五
月
廿
八
日
、
初
め
て
石
本
家
へ
十
五
人
扶
持
支
給
が
長
崎
聞
役
帖

佐
彦
左
衛
門
よ
り
伝
達
さ
れ
、
併
せ
て
、
以
後
、
暑
気
中
泡
酒
二
十
盃
、
芭
蕉
布
二
反
が
毎
年
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
伝
達
さ
れ
た
。

扶
持
給
与
の
理
由
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
右
は
唐
物
御
商
法
二
付
唐
商
苦
情
申
立
候
一
件
井
御
年
限
継
贈
品
替
御
願
立
二
付
抜
群
骨
折
相
勤
、
且
唐
物
代
鼠
算
二
不
相
渡
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
致
御
上
上
通
御
用
立
者
単
二
付
、
以
御
取
訳
御
産
物
方
御
用
聞
名
目
被
仰
付
、
唐
物
御
商
法
中
開
劇
通
下
下
置
候

　
す
な
わ
ち
、
唐
商
の
苦
情
申
し
立
て
取
扱
・
年
継
ぎ
な
ど
に
つ
き
抜
群
の
働
き
・
藩
へ
の
唐
物
代
銀
引
渡
に
つ
い
て
の
奉
公
を
理

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

一
七



　
　
　
　
文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

由
と
し
て
あ
げ
、
初
め
て
石
本
を
「
産
物
方
御
用
聞
」
に
任
じ
た
。

　
文
政
八
年
、
同
十
二
年
の
年
継
ぎ
な
ど
に
石
本
が
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
わ
ず
か

に
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
り
垣
間
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
年
継
ぎ
や
品
増
が
許
可
さ
れ
た
後
、
幕
府
・
長
崎
奉
行
所
関
係
者
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

て
つ
ぎ
の
「
薩
州
産
物
一
件
年
父
御
挨
拶
之
見
合
」
を
石
本
が
作
成
し
、
贈
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
石
本
の
活
動
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
八
年
の
年
継
ぎ
に
際
し
て
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

老
中
　
水
野
出
羽
守
（
忠
成
）

勘
定
奉
行
　
村
垣
淡
路
守

長
崎
奉
行
　
土
方
出
雲
守

寺
社
奉
行
　
高
橋
越
前
守

長
崎
勘
定
与
頭
　
中
村
長
十
郎

奥
右
筆
組
頭
　
青
木
右
左
衛
門

奥
右
筆
組
頭
　
布
施
内
蔵
丞

奥
右
筆
　
田
中
龍
之
助

長
崎
掛
御
勘
定
　
内
藤
兵
右
衛
門

高
橋
越
前
守
家
老
　
山
本
内
記

同
用
人
　
久
保
田
忠
左
衛
門

土
方
出
雲
守
用
人
　
横
田
伝
之
丞

大
番
頭
　
水
野
甲
斐
守
（
忠
良
）

三
所
物
二
通
（
現
品
は
金
二
〇
〇
両
）
・
肴
一
戸

銀
五
〇
枚
・
肴
一
折

銀
五
〇
枚
・
肴
一
折

銀
面
〇
枚
（
現
品
金
三
〇
〇
両
）
・
肴
一
着

銀
二
〇
枚
・
肴
一
折

銀
一
五
枚
・
肴
一
折

銀
一
五
枚
・
肴
一
折

銀
一
〇
枚
・
肴
一
折

嶋
輪
［
］
一
五
反
・
五
一
折

銀
二
〇
枚

銀
一
五
枚

銀
一
五
枚

嶋
論
［
］
二
反
・
銀
五
枚



広
敷
番
頭
　
間
宮
平
次
郎
　
　
　
　
嶋
輪
［
］
二
反
・
銀
三
枚

高
橋
越
前
守
子
息
高
橋
勘
右
衛
門
銀
三
〇
枚
・
肴
一
折

さ
ら
に
、
同
十
三
年
の
年
継
ぎ
に
際
し
て
は
、
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
十
二
年
十
二
月
十
六
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
遣
わ
し
た
。

水
野
出
羽
守
　
晒
三
疋
（
料
銀
二
〇
枚
）
・
御
国
［
］
・
［
］
子
釜
　
一
・
肴
一
折

同
人
用
人
　
五
十
川
左
司
馬
　
国
分
煙
草
五
斤
・
銀
五
枚

村
垣
淡
路
守
干
鯛
一
折
（
料
金
五
〇
〇
疋
）
・
晒
三
疋
（
料
銀
二
〇
枚
）

大
草
能
登
守
　
干
鯛
一
折
（
料
金
五
〇
〇
疋
）
・
晒
三
疋
（
料
銀
二
〇
枚
）

村
垣
淡
路
守
用
人
　
渡
辺
良
輔
　
銀
三
枚

大
草
能
登
守
用
人
　
佐
野
良
右
衛
門
銀
三
枚

奥
右
筆
　
田
中
龍
之
助
　
晒
二
疋
（
料
銀
一
五
枚
）

田
中
用
人
　
後
藤
吉
左
衛
門
　
金
子
三
〇
〇
疋

長
崎
掛
御
勘
定
　
内
藤
兵
右
衛
門
　
縮
［
］
反
（
料
金
三
〇
両
）
・
御
国
旅
［
］
・
置
物
彩
色
人
形

同
　
内
藤
半
次
郎
　
銀
一
〇
枚

勘
定
吟
味
方
改
役
　
飯
田
庫
三
郎
　
肴
一
折
（
料
銀
五
枚
）

長
崎
奉
行
　
本
多
佐
渡
守
　
琉
球
端
物
（
料
金
一
〇
両
）
・
肴
一
六

同
家
老
　
西
島
安
右
衛
門
　
銀
一
〇
枚

同
用
人
　
伊
藤
半
右
衛
門
・
大
木
　
健
　
銀
七
枚
ツ
・

同
［
　
］
書
方
　
美
濃
部
義
輔
・
蒔
田
泰
蔵
　
銀
二
枚
ツ
・

手
付
書
方
出
役
　
寺
沢
庄
右
衛
門
・
吉
際
源
八
　
銀
二
枚
ツ
・

　
　
　
文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
〇

　
な
お
、
本
多
佐
渡
守
用
人
伊
藤
半
右
衛
門
へ
は
「
初
発
よ
り
格
別
相
働
門
付
、
別
段
御
内
々
よ
り
右
之
通
被
象
車
」
と
し
て
銀
五

〇
枚
、
岩
原
御
勘
定
［
］
人
見
隼
太
に
は
銀
七
枚
を
別
途
与
え
て
い
る
。
な
お
、
伊
藤
半
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
「
本
文
通
御
し
ら

せ
有
之
候
得
共
、
願
済
付
而
は
大
草
能
登
守
殿
同
様
干
鯛
一
折
、
料
金
五
百
疋
、
晒
三
疋
東
銀
弐
拾
枚
難
題
、
残
金
は
時
候
御
見
舞

と
し
て
琉
球
紬
三
十
反
と
目
録
相
落
御
粗
相
成
軍
事
」
の
付
け
紙
が
あ
り
、
支
給
に
細
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
2
　
調
達
銀
に
よ
る
扶
持

　
天
保
四
年
三
月
石
本
平
兵
衛
へ
つ
ぎ
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
八
拾
人
扶
持
　
石
本
平
兵
衛

　
　
右
は
去
理
事
願
銀
弐
百
貫
目
御
借
上
い
た
し
三
井
利
被
思
置
候
得
共
、
右
利
銀
之
引
替
当
量
年
よ
り
右
之
通
被
下
置
候

　
右
可
申
渡
候

　
　
　
二
月
　
　
　
　
主
計

　
右
之
通
拙
者
共
江
申
渡
候
間
、
為
後
年
写
相
渡
置
申
候
、
以
上

　
　
　
巳
三
月
九
日
　
　
　
　
薩
州
聞
役
　
帖
佐
彦
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
四
郎

　
　
　
　
　
石
本
平
兵
衛
殿

　
こ
の
文
書
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
武
野
氏
が
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
石
本
家
の
琉
球
産
物
へ
の
貢
献
に
報
い
る
た
め
に
与
え
た

と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
二
〇
〇
貫
目
に
つ
い
て
は
、
平
兵
衛
へ
「
此
節
銀
弐
百
貫
目
三
朱
利
付
を
以
御
古
上
之
願
申
出
候
処
、

当
時
右
可
憐
借
入
金
等
之
願
申
出
候
連
も
願
意
二
二
被
応
折
柄
二
世
得
共
、
同
人
事
御
産
物
方
御
用
聞
被
仰
付
置
候
処
、
去
ル
未
年

よ
り
是
迄
唐
物
御
商
法
一
件
は
勿
論
、
御
銀
繰
等
之
儀
二
付
而
は
掛
心
頭
相
勤
、
顎
外
無
利
足
御
貸
上
等
い
た
し
格
別
御
用
宰
相
成



候
儀
も
有
之
、
殊
更
御
続
洗
方
為
替
繰
単
方
義
母
儀
、
是
迄
無
想
相
勤
、
猶
又
以
来
連
も
右
書
之
御
用
向
御
差
支
無
之
様
相
勤
度
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
も
御
忍
申
出
、
其
上
右
様
以
利
安
御
貸
上
之
願
申
出
候
型
付
而
は
奇
特
成
心
入
二
付
、
別
段
之
以
上
合
法
御
借
入
被
仰
付
候
事
」

と
あ
り
、
石
本
の
琉
球
産
物
取
扱
・
銀
繰
り
な
ど
の
奉
公
に
た
い
す
る
結
果
と
し
て
の
八
○
人
扶
持
給
付
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
藩
の
恩
恵
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
石
本
か
ら
銀
の
利
付
き
貸
上
を
願
い
出
て
、
そ
れ
を
許
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
が
、
1
が
「
扶
持
米
之
儀
は
、
会
所
部
通
御
用
捨
銀
之
内
よ
り
被
下
候
」
と
、
郷
里
で
は
な
く
銀
で
与
え
ら
れ
る
の
と
逆
に
、
銀

二
〇
〇
貫
目
調
達
に
対
す
る
利
子
分
が
、
本
来
銀
子
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
扶
持
米
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
扶
持
の
性
格
の
違
う

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
低
利
率
に
よ
る
永
年
期
の
銀
調
達
を
薩
摩
藩
が
商
人
か
ら
調
達
し
、
元
銀
の
返
済
は
せ
ず
に
利
金
の

み
を
長
期
に
わ
た
り
支
払
う
「
永
々
銀
」
と
い
う
方
式
が
慣
例
的
に
あ
る
。
石
本
へ
の
八
○
人
扶
持
は
、
石
本
よ
り
の
願
い
出
に
よ

る
調
達
と
い
う
違
い
が
あ
り
な
が
ら
も
「
永
々
銀
」
と
同
質
の
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
銀
二
〇
〇
貫
目
調
達
の
前
に
願
い
出
さ
れ
た
天
保
三
年
の
も
う
一
の
調
達
銀
に
つ
い
て
み
る
こ
と
は
、
こ
の
八
○
人
扶
持
の

解
釈
を
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
去
月
廿
一
日
江
戸
薩
州
大
御
隠
居
様
よ
り
御
返
札
、
去
ル
十
九
日
御
地
屋
敷
へ
御
達
、
極
御
内
沙
汰
之
趣
二
而
御
付
衆
よ
り
御
聞

　
役
宣
告
来
候
は
、
尊
公
様
御
義
近
日
思
召
二
御
叶
、
兼
而
三
百
貫
目
御
借
上
之
廉
御
申
上
二
相
成
居
候
処
、
利
足
二
輪
ハ
不
面
白

　
故
、
出
精
之
廉
ヲ
以
永
世
御
扶
持
方
被
下
刷
候
様
と
御
聞
済
相
成
候
故
、
御
聞
役
よ
り
右
之
趣
申
立
候
様
、
身
分
之
義
は
御
存
分

　
図
様
も
可
有
之
黒
垂
望
申
立
単
三
、
早
々
聞
役
よ
り
国
元
へ
申
立
候
ハ
・
、
江
戸
伺
二
可
相
成
故
無
怠
取
計
候
様
御
内
定
二
而
、

　
聞
役
ヲ
始
御
役
々
も
皆
あ
き
れ
被
居
、
早
速
右
之
様
申
立
可
相
成
所
、
未
納
一
件
二
付
㊦
江
心
願
之
義
有
之
、
三
百
貫
目
利
足
付

　
御
貸
上
之
願
書
去
ル
十
五
日
御
差
出
、
当
月
宗
室
済
二
相
成
粗
密
御
手
当
量
半
二
而
、
四
五
日
之
義
二
而
行
違
、
何
分
御
取
返
出

　
来
不
申
、
早
梅
御
内
沙
汰
有
之
候
退
嬰
個
計
其
侭
半
被
下
置
上
、
右
利
足
計
御
願
済
之
上
、
引
戻
し
扶
持
方
一
中
立
米
、
聞
役
内

　
存
之
よ
し
に
候
得
共
、
左
拳
固
は
未
納
一
条
之
引
合
不
面
白
、
双
方
二
跨
御
心
脚
半
為
出
来
兼
山
候
、
併
未
納
は
当
座
之
義
、
江

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
二

　
戸
よ
り
御
内
沙
汰
は
比
類
な
き
事
柄
、
御
地
役
向
御
年
寄
ヲ
合
百
俵
は
大
量
、
十
五
人
扶
持
は
三
人
扶
持
二
相
減
シ
、
永
代
之
願

有
之
候
得
共
、
不
相
済
処
、
右
三
二
弟
五
二
御
亭
紙
百
人
扶
持
已
上
申
立
候
様
と
之
趣
二
相
［
当
　
］
居
候
間
、
聞
役
も
少
々
疑

　
惑
ヲ
被
起
候
よ
し
候
翼
壁
、
旧
冬
白
島
石
花
生
御
三
上
迄
二
三
、
実
二
御
時
節
と
申
も
の
其
上
此
節
売
物
年
限
継
二
付
、
江
戸
御

　
内
願
博
通
御
地
御
認
も
相
成
、
右
二
付
上
冬
来
御
出
精
二
付
、
十
五
人
扶
持
書
上
相
成
候
故
、
右
江
府
着
い
た
し
候
ハ
・
尚
更
思

　
召
可
然
と
の
折
柄
、
此
上
な
き
時
節
、
未
納
か
邪
魔
二
成
り
、
御
存
知
通
出
来
不
申
段
残
念
之
義
二
御
座
候
、
と
ふ
か
御
良
計
は

　
有
之
間
敷
哉
、
母
野
未
納
も
大
事
二
は
候
三
共
、
是
ハ
先
当
座
之
義
、
何
レ
ニ
も
㊥
内
沙
汰
之
一
事
は
御
取
計
二
相
成
度
奉
祈
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
候
、
尤
格
別
御
粉
身
二
王
、
夫
二
は
お
よ
ひ
申
間
敷
、
書
面
御
心
腹
二
弟
宜
敷
奉
願
上
戸
、
巳
上

　
す
な
わ
ち
、
①
か
ね
て
石
本
よ
り
願
い
出
て
い
た
銀
三
〇
〇
貫
目
が
許
さ
れ
た
こ
と
、
②
利
息
で
は
面
白
く
な
い
の
で
永
世
扶
持

で
与
え
る
こ
と
を
大
隠
居
、
重
豪
が
指
示
し
た
こ
と
、
③
石
本
に
と
り
好
意
的
で
あ
り
す
ぎ
た
指
示
に
長
崎
聞
役
を
始
め
役
々
も
あ

き
れ
た
こ
と
、
④
「
未
納
一
件
」
に
つ
い
て
薩
摩
藩
へ
石
本
よ
り
願
い
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
⑤
「
未
納
一
件
」
と
銀
貸
上
許
可

の
内
沙
汰
が
食
い
違
い
に
な
っ
て
お
り
、
取
扱
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
「
未
納
一
件
」
は
当
座
の
こ
と
で
あ
り
、
内
沙
汰
が
叶

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
、
が
読
み
と
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

　
問
題
は
「
未
納
一
件
」
と
い
う
石
本
の
引
き
負
い
と
藩
へ
の
調
達
が
同
時
進
行
し
て
い
た
が
、
平
兵
衛
へ
の
島
津
重
豪
の
結
び
つ

き
に
よ
り
銀
二
〇
〇
貫
目
の
調
達
、
利
子
と
し
て
扶
持
八
○
人
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
な
お
、
こ
の
扶
持
米
は
真
米
一
四
四
石
が
薩
州
出
水
蔵
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
石
本
は
手
代
を
派
遣
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。

次
節
に
む
け
て

文
政
七
年
以
降
の
石
本
と
薩
摩
藩
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
天
保
三
年
期
の
両
者
の
関
係
は
、
調
所
の
浜
村
へ
の
書
翰
に



見
る
状
況
が
生
じ
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

本
稿
で
は
そ
の
考
察
に
際
し
て
の
、
両
者
の
関
係
の
事
実
確
認
部
分
の
み
で

注（
1
）
　
武
野
要
子
「
薩
藩
琉
球
貿
易
と
貿
易
商
人
石
本
家
の
関
係
」
（
宮
本
又
次
編
『
九
州
経
済
誌
論
集
』
第
二
巻
、
後
に
秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
基
礎
構

　
　
造
』
に
転
載
）
。
引
用
の
史
料
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
の
「
調
所
笑
左
衛
門
書
簡
集
」
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
は
コ
九
六
三
年
四
月
二
十

　
　
二
日
午
後
十
二
時
過
、
鹿
島
助
教
授
原
口
虎
雄
先
生
写
本
ニ
ヨ
ル
、
山
下
文
武
」
の
奥
書
に
み
る
よ
う
に
、
原
口
写
本
の
再
筆
写
本
で
あ
る
。
原
口
写
本

　
　
に
も
原
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
か
っ
た
と
思
惟
さ
れ
る
。
原
史
料
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
画
筆
写
本
と
の
校
合
は
で
き
ず
、
史
料
に
あ

　
　
る
読
み
の
不
確
か
な
部
分
の
確
認
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
史
料
の
重
要
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
史
料
の
年
次
比
定
は
、
芳

　
　
即
正
「
調
所
笑
左
衛
門
書
簡
と
そ
の
年
代
比
定
（
そ
の
2
）
」
（
『
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
地
域
研
究
所
研
究
年
報
』
第
九
号
）
に
よ
っ
た
。

（
2
）
　
調
所
は
石
本
を
「
ま
た
く
ら
の
膏
薬
」
と
み
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
武
野
氏
は
「
こ
れ
は
天
保
五
年
二
月
「
幕
府
御
勘
定
所
御
用
達
」
に
任
ぜ
ら
れ

　
　
た
事
を
指
す
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
の
薩
摩
藩
琉
球
貿
易
は
、
一
大
名
（
薩
摩
）
と
幕
府
と
の
「
力
の
闘
争
」
で
あ
っ
た
と
し
、
両

　
　
光
芒
を
自
由
に
動
き
回
る
石
本
の
取
り
込
み
の
動
き
で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
薩
摩
藩
の
立
場
で
働
い
て
く
れ
て
い
た
石
本
の
御
勘
定
所

　
　
御
用
達
就
任
は
薩
摩
に
と
り
痛
手
で
あ
っ
た
。
薩
摩
藩
に
一
途
の
忠
を
尽
く
さ
ず
に
薩
摩
藩
と
幕
府
と
の
間
で
揺
れ
動
く
者
、
す
な
わ
ち
「
ま
た
く
ら
の

　
　
膏
薬
」
と
の
調
所
の
指
摘
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
薩
摩
藩
は
、
同
七
年
、
平
兵
衛
を
十
五
人
扶
持
「
産
物
方
御
用
聞
」
か
ら
銀
五
十
枚
の
「
御
用

　
　
頼
」
へ
改
役
さ
せ
、
子
兼
次
郎
を
御
用
聞
に
命
じ
五
人
扶
持
を
与
え
た
と
し
て
い
る
。
武
野
氏
は
、
こ
こ
に
「
幕
府
用
達
で
あ
る
同
家
の
助
力
な
く
し
て

　
　
は
事
を
運
び
え
な
か
っ
た
薩
摩
藩
の
苦
悩
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
」
（
「
薩
摩
藩
琉
球
貿
易
と
貿
易
商
人
石
本
家
の
関
係
」
）
と
さ
れ
て
い
る
。
芳
即
正
氏

　
　
も
『
調
所
広
郷
』
に
お
い
て
武
野
氏
と
同
様
な
理
解
を
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
が
石
本
を
勘
定
所
御
用
達
に
命
じ
た
こ
と
は
、
薩
摩
藩
の
琉
球
産
物
の
長
崎

　
　
貿
易
に
撰
を
打
ち
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
本
家
の
内
、
長
崎
貿
易
に
深
く
関
わ
る
兼
次
郎
へ
扶
持
を
与
え
、
し
か
も
本

　
　
文
史
料
に
見
る
よ
う
に
、
砂
糖
屋
共
の
動
き
に
石
本
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
調
所
が
抱
い
て
い
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
藩
に
対
抗

　
　
す
る
商
人
集
団
に
石
本
が
与
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
表
現
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
石
本
が
「
産
物
方
御
用
聞
」
と
な
る
こ
と

　
　
に
幕
府
、
長
崎
奉
行
所
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
見
て
お
く
こ
と
は
、
薩
摩
藩
・
石
本
・
幕
府
の
当
時
の
思
惑
を
見
る
上
で
必
要
で
あ
る
。

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
一
二



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
四

　
　
文
政
六
年
鹿
児
島
へ
出
向
き
琉
球
産
物
の
取
扱
方
を
委
任
さ
れ
た
石
本
は
、
そ
の
事
実
を
長
崎
奉
行
所
へ
伝
え
る
こ
と
を
藩
へ
依
頼
し
た
。
藩
か
ら
提

　
出
さ
れ
る
届
の
案
文
が
つ
ぎ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
琉
球
国
よ
り
差
廻
し
候
産
物
国
許
江
引
取
、
右
代
り
物
彼
方
江
差
渡
候
品
々
差
配
為
仕
候
儀
は
於
国
許
用
達
聾
者
も
数
多
有
之
占
得
共
、
御
料
所
天
草

　
　
石
本
勝
之
丞
儀
、
壷
草
用
向
申
達
置
、
右
産
物
代
り
物
之
差
配
二
も
相
加
り
取
計
候
五
二
御
座
候
、
依
之
産
物
御
当
地
江
差
廻
し
御
払
立
之
後
払
代
銀

　
　
御
下
ケ
渡
風
戸
は
右
之
者
江
も
引
合
候
筋
も
有
之
候
二
付
、
蔵
屋
鋪
趣
旨
産
物
方
差
配
言
言
申
達
盲
断
儀
高
御
座
候
、
右
二
付
而
は
御
銀
御
渡
方
等
之

　
　
節
会
所
望
も
罷
出
、
御
引
合
等
可
申
出
儀
こ
も
可
有
御
座
候
二
付
、
此
段
御
聞
通
置
被
下
馬
様
奉
存
候
（
「
薩
州
御
用
向
歯
」
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）

　
　
　
こ
れ
の
案
文
に
対
し
て
、
石
本
が
文
言
の
一
部
に
注
文
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
つ
ぎ
に
よ
り
知
ら
れ
る
。

　
　
私
義
御
産
田
方
取
計
野
選
立
入
候
振
合
立
山
へ
御
申
立
、
表
御
平
出
不
被
下
、
御
文
言
之
内
、
琉
球
代
り
も
の
差
配
二
も
相
湿
り
取
計
候
と
申
文
言
計

　
　
　
り
取
除
被
下
、
只
御
用
向
被
仰
付
置
相
成
ゆ
へ
産
物
長
崎
江
御
差
廻
し
掛
立
退
後
払
代
銀
、
ケ
様
之
振
合
二
御
書
面
書
認
被
下
樋
様
出
立
之
節
御
内
々

　
　
奉
願
上
置
候
（
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）

　
　
す
な
わ
ち
、
右
の
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
石
本
は
、
琉
球
産
物
に
関
わ
る
こ
と
を
立
山
（
長
崎
奉
行
所
）
へ
と
ど
け
る
こ
と
は
必
要
と
し
な
が
ら

　
　
も
、
関
わ
り
の
度
合
い
は
曖
昧
に
し
て
、
た
だ
琉
球
産
物
代
銀
取
扱
に
関
わ
る
と
の
み
し
た
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
琉
球
産
物
の
品
替

　
　
え
・
品
増
し
や
年
継
ぎ
に
石
本
が
薩
摩
藩
の
立
場
で
働
い
て
い
る
こ
と
は
、
長
崎
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
秘
密
に
す
べ
き
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。

（
3
）
　
安
藤
「
近
世
後
期
石
本
家
と
薩
摩
藩
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
大
学
　
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
五
号
）

（
4
）
　
十
月
十
九
日
付
瀬
戸
山
市
兵
衛
へ
の
書
簡
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
此
節
以
飛
脚
御
掛
合
申
上
本
儀
別
儀
二
も
無
御
座
、
当
地
会
所
産
物
代
御
取
受
方
何
分
六
ヶ
敷
、
春
蝉
よ
り
野
子
方
江
会
所
よ
り
可
受
取
銀
子
を

　
　
　
幸
田
廻
し
置
、
今
以
野
子
ハ
不
受
取
産
物
代
滞
銀
之
内
船
而
已
追
々
銀
高
請
取
坐
上
、
已
後
之
儀
ハ
産
物
代
雪
融
御
渡
相
成
候
様
御
奉
行
所
御
聞
済

　
　
　
之
上
、
会
所
江
も
御
達
相
成
、
則
当
冬
よ
り
現
銀
御
渡
之
手
筈
相
成
指
墨

（
5
）
　
こ
の
九
〇
貫
目
は
、
七
月
、
石
本
か
ら
小
森
・
奥
宛
に
出
さ
れ
た
つ
ぎ
の
「
仮
差
引
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
銀
高
三
百
貫
目
程
　
御
産
物
代
之
内
、
当
節
御
願
高

　
　
　
内
、
銀
百
五
拾
貫
目
　
松
坂
屋
辰
之
進
を
以
出
方
相
済

　
　
　
残
而
百
五
拾
貫
目
皿
　
引
高
追
々
辰
之
進
方
よ
り
之
納
銀
極
置
、
産
物
代
御
出
方
御
聞
済
之
上
銀
子
御
引
渡
可
用
、
得
票
負
極
内
々
会
所
役
向
江

　
　
　
も
内
談
仕
置
候
二
付
、
何
れ
こ
も
程
克
申
談
御
入
手
相
成
候
様
可
廿
里



　
　
右
高
無
滞
御
聞
済
相
成
候
上
ハ
、
左
之
通
為
替
御
下
渡
被
下
墨
様
奉
願
上
落

　
　
　
一
銀
高
九
拾
貫
目
　
　
御
利
足
銀
井
苧
茶
代
、
島
外
売
立
も
の
代
銀
之
内
証
御
替

　
　
　
一
銀
高
拾
貫
目
　
　
　
　
［
　
　
　
］

　
　
　
一
銀
高
拾
三
貫
目
　
　
当
分
拝
借
奉
願
候
高

　
　
　
但
、
無
拠
出
銀
向
有
之
候
日
付
、
御
利
足
付
を
以
私
江
御
嵩
渡
被
下
津
曲
馬
・
追
而
御
返
金
言
仕
候

　
　
　
一
同
四
拾
七
貫
目
　
御
聞
済
之
上
御
引
渡
可
仕
高

　
　
　
　
〆
　
　
如
高

　
　
右
之
通
御
座
候
、
御
国
許
御
掛
中
様
江
ハ
別
段
不
申
上
候
間
宜
奉
願
候
、
已
上

（
6
）
　
薩
州
瀬
戸
山
御
勘
定
書
（
「
石
本
文
書
」
五
四
九
〇
）
の
「
仕
切
」
に
よ
れ
ば
、
売
却
し
た
苧
は
、
御
蔵
苧
五
六
八
丸
の
二
万
八
千
六
百
余
丁
、
代
銭

　
　
は
五
九
七
八
貫
二
四
七
文
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
の
二
万
斤
の
代
銀
は
お
よ
そ
四
〇
貫
目
と
み
て
い
る
。
十
月
、
払
方
は
ま
だ
分
か
ら
ず
と
さ
れ
て
い
る

　
　
が
、
二
万
斤
外
の
苧
は
凡
そ
五
千
斤
、
代
銭
は
＝
○
○
貫
文
で
あ
る
と
も
あ
る
（
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）
。

（
7
）
　
苧
婚
儀
、
去
年
中
格
別
之
御
良
計
を
以
、
難
有
御
手
当
被
成
下
候
処
、
代
銀
雪
方
之
割
合
其
外
直
重
合
未
皆
払
ニ
ハ
不
相
成
候
得
共
、
此
節
迄
之
趣
に

　
　
て
ハ
所
詮
永
続
可
仕
筋
と
も
不
奉
存
、
早
取
調
子
も
不
仕
、
追
而
治
定
は
血
石
上
寸
間
何
卒
去
年
中
追
々
願
書
指
上
置
面
通
御
船
手
御
入
用
高
井
御
国
中

　
　
大
船
用
極
流
唐
物
御
役
所
櫛
目
買
上
被
下
置
、
其
筋
々
都
合
克
御
取
計
脚
下
置
候
ハ
・
以
御
蔭
安
心
仕
、
已
後
永
続
可
仕
、
此
儀
御
慈
悲
之
御
沙
汰
幾
重

　
　
二
も
奉
願
上
候
事
（
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
）

（
8
）
　
鹿
児
島
に
お
け
る
石
本
の
取
引
相
手
と
し
て
出
て
く
る
の
は
下
町
町
人
深
江
勝
治
郎
で
あ
る
が
、
文
政
六
年
半
は
瀬
戸
山
市
兵
衛
が
中
心
と
な
る
。
瀬

　
　
戸
山
は
求
麻
問
屋
と
し
て
石
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
苧
・
茶
・
そ
の
他
の
荷
物
の
支
配
に
あ
た
っ
て
い
た
。
市
兵
衛
死
去
の
後
、
子
清
太
郎
は
求
麻
問
屋

　
　
株
を
売
却
し
て
石
本
の
荷
物
取
扱
か
ら
外
れ
て
い
た
が
、
天
保
三
年
、
求
麻
問
屋
と
は
異
な
る
「
荷
物
支
配
人
」
と
し
て
石
本
か
ら
の
送
り
荷
物
を
取
り

　
　
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
安
藤
「
石
本
家
文
書
に
み
る
薩
摩
藩
関
係
史
料
一
瀬
戸
山
市
兵
衛
1
」
（
『
玉
里
島
津
家
史
料
　
月
報
十
）

　
　
を
参
照
。

（
9
）
　
「
石
本
文
書
」
四
八
五
三
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
十
月
十
九
日
付
、
瀬
戸
山
へ
の
書
状
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
一
茶
井
木
綿
一
手
売
願
立
之
義
、
折
角
堀
氏
も
当
所
江
東
滞
留
匂
付
、
当
所
こ
て
願
書
指
出
置
候
筈
御
座
候
ゆ
へ
、
抽
出
喜
泣
・
願
書
写
指
上
可
申

　
　
　
候
間
、
可
然
御
工
夫
被
成
置
可
被
下
奉
願
候

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
五



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
六

　
　
　
一
当
年
買
入
之
茶
、
去
年
通
之
御
直
撃
二
男
御
買
上
被
下
候
様
、
是
又
当
所
こ
て
御
願
可
申
上
積
り
御
座
候
間
、
御
地
御
役
向
生
所
は
貴
家
様
よ
り

　
　
　
節
々
宜
御
取
計
御
願
入
可
申
候

（
1
0
）
　
「
石
本
文
書
」
八
七
二
八
。
な
お
、
長
谷
川
市
右
衛
門
が
石
本
と
関
係
を
持
つ
発
端
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
政
六
年
春
頃
、
長
谷
川
が
長
崎
で
石
本
と

　
　
会
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
石
本
は
長
谷
川
へ
苧
・
茶
の
販
売
に
つ
い
て
内
談
し
、
役
筋
へ
の
仲
介
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、
石
本
の
来
薩
を
求
め
た
書
状

　
　
中
に
「
先
達
而
御
示
談
申
上
意
而
弥
御
棚
越
御
聞
済
之
段
役
筋
江
申
聞
置
詩
経
付
、
此
上
御
名
代
講
引
越
被
下
上
而
は
最
初
私
よ
り
未
定
之
取
扱
仕
、

　
　
至
極
不
行
届
筋
二
相
見
得
、
何
共
心
痛
仕
罷
配
意
」
（
「
石
本
文
書
」
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
明
ら
か
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
瀬
戸
山
の
綿
囲
い
置
き
に
対
し
て
、
石
本
は
「
当
年
新
里
極
々
上
作
二
而
案
外
之
下
落
相
成
、
天
草
表
江
ハ
多
分
持
囲
居
損
失
之
模
様
御
座
候
間
、

　
　
何
卒
右
残
候
綿
等
化
も
早
々
御
払
方
不
被
成
下
亀
戸
下
落
可
仕
候
間
、
下
直
二
御
座
候
と
も
御
見
切
御
売
註
脚
被
下
候
」
（
閏
八
月
廿
二
日
）
と
、
早
急

　
　
の
販
売
を
指
示
し
た
。

（
1
2
）
　
十
月
三
日
付
小
村
権
兵
衛
・
瀬
戸
山
市
兵
衛
宛
書
状
に
、
「
御
別
紙
之
趣
委
細
拝
見
仕
候
処
操
綿
井
木
綿
照
臨
之
儀
門
付
、
段
々
御
心
配
被
下
候
段
以

　
　
彼
是
御
忍
誼
之
程
不
成
一
駕
御
儀
重
畳
恭
奉
雪
起
、
綿
之
儀
ハ
手
張
候
儀
こ
も
有
之
、
段
々
手
数
こ
も
相
成
候
ゆ
へ
容
易
御
聞
済
も
難
斗
儀
と
奉
存
候

　
　
間
、
何
卒
木
綿
融
雪
一
手
二
而
手
堅
く
売
方
出
来
候
様
御
工
夫
之
軽
量
埴
生
」
と
あ
り
、
藩
の
状
況
に
つ
い
て
は
石
本
も
的
確
に
理
解
し
て
い
た
。
さ
ら

　
　
に
、
十
月
十
九
日
に
は
、
長
崎
で
の
堀
氏
へ
木
綿
な
ど
一
手
売
り
の
願
書
提
出
に
合
わ
せ
、
願
書
通
り
実
現
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
瀬
戸
山
へ
要
請

　
　
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
「
石
本
文
書
」
五
七
＝
二
。

　
　
　
　
　
乍
恐
奉
願
上
候
事

　
　
私
儀
追
々
唐
物
御
方
御
用
向
等
被
為
重
付
、
冥
加
相
者
難
詰
仕
合
奉
存
候
、
右
二
付
而
は
御
用
弁
筋
心
付
墓
門
・
、
乍
恐
可
奉
申
上
本
意
二
御
座
候
得

　
　
共
、
私
儀
先
祖
以
来
農
事
を
家
職
と
仕
居
、
対
馬
国
許
商
売
向
取
複
塩
程
之
儀
不
奉
任
心
底
、
然
ル
処
操
綿
木
綿
農
事
は
従
来
之
商
売
二
而
、
右
之
内

　
　
木
綿
之
儀
は
是
迄
私
始
手
先
之
筋
よ
り
も
追
々
御
国
許
江
売
込
来
諸
処
、
代
詰
物
向
江
も
宜
敷
趣
二
付
、
御
国
中
江
売
落
度
奉
存
置
得
共
、
前
書
奉
申

　
　
上
候
通
之
所
業
柄
二
御
座
習
得
は
、
御
国
許
江
立
入
一
手
二
も
相
成
瀬
様
売
弘
工
程
之
力
無
御
座
押
移
候
仕
合
御
座
候
間
、
柳
二
而
も
御
益
筋
御
奉
公

　
　
仕
、
還
御
余
沢
私
儀
も
商
売
取
続
度
奉
存
意
二
王
、
乍
恐
右
品
於
御
役
所
御
請
込
、
御
一
手
之
御
売
方
御
仕
法
被
面
相
立
、
取
計
向
之
儀
は
人
柄
御
見
立

　
　
請
負
人
被
仰
付
候
は
、
一
ヶ
年
凡
三
、
四
万
端
宛
は
売
捌
出
来
可
仕
見
込
と
御
座
候
故
、
其
手
当
を
以
織
方
元
仕
入
下
直
二
取
極
、
明
正
月
よ
り
始
織
出

　
　
次
第
月
々
納
方
仕
、
若
は
見
込
之
方
よ
り
過
分
相
捌
候
歎
又
は
私
仕
入
之
代
呂
物
而
福
二
而
不
向
之
口
も
有
之
候
ハ
・
、
是
迄
入
込
候
口
々
よ
り
御
買



　
　
上
被
仰
付
候
、
乍
恐
御
仕
入
方
二
付
説
手
数
被
為
相
成
候
儀
は
、
無
御
座
筋
と
奉
存
、
随
豊
代
銀
之
儀
は
請
負
人
払
立
之
節
々
長
崎
会
所
よ
り
御
請
取

　
　
銀
之
内
、
時
々
為
書
替
を
以
松
坂
屋
辰
之
進
右
会
所
江
納
銀
よ
り
御
引
合
御
渡
被
措
置
、
又
は
琉
球
御
産
物
代
御
取
請
銀
公
方
よ
り
請
込
御
世
話
可
奉

　
　
申
上
、
存
念
之
趣
御
取
用
ひ
こ
も
被
為
相
成
候
は
、
御
産
糊
代
春
秋
両
度
二
上
納
仕
候
内
御
下
渡
粗
起
付
巴
瓦
は
、
乍
恐
右
木
綿
御
元
入
銀
別
段
不
被
為

　
　
及
御
繰
出
こ
も
兎
角
相
応
之
御
売
銀
相
見
避
暑
申
必
要
候
奥
付
、
格
別
之
御
慈
恵
を
以
右
風
趣
御
許
容
養
鯉
、
御
益
銀
之
内
三
江
も
配
分
被
為
仰
付
被

　
　
下
置
候
ハ
・
、
重
畳
御
高
恩
季
題
畳
畳
仕
合
奉
遷
串
間
、
何
分
願
之
通
野
営
叶
被
下
置
候
様
乍
恐
此
段
以
書
付
奉
願
望
、
巳
上

　
　
　
　
文
政
七
年
申
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
石
本
勝
之
丞

　
　
　
　
　
　
唐
物
御
役
所

（
1
4
）
　
「
書
通
相
」
（
「
石
本
文
書
」
五
二
九
三
）
。

（
1
5
）
　
仕
法
を
提
案
し
た
当
初
は
、
石
本
は
木
綿
生
産
の
増
加
を
予
想
し
た
た
め
か
、
ま
た
は
綿
自
体
の
需
要
増
加
を
見
込
ん
だ
た
め
か
は
は
っ
き
り
し
な
い

　
　
が
、
大
坂
美
濃
屋
与
兵
衛
へ
大
量
の
綿
の
注
文
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
美
濃
屋
は
、
大
量
の
綿
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
「
先
ツ
当
地

　
　
之
義
少
々
ツ
・
二
て
も
御
買
入
被
成
、
追
々
仕
な
れ
し
上
ハ
何
程
大
双
成
義
二
て
も
出
来
仕
候
、
最
初
よ
り
積
下
し
義
ハ
出
来
不
申
候
、
追
々
御
買
之
跡

　
　
ハ
何
程
こ
て
も
出
来
仕
候
、
此
段
御
承
知
可
筆
下
候
」
（
「
石
本
文
書
」
＝
一
五
三
）
と
、
実
績
を
作
っ
た
上
な
ら
ば
可
能
で
あ
る
と
申
し
送
っ
て
い
る
。

（
1
6
）
　
天
保
頃
と
推
定
さ
れ
る
富
岡
町
人
大
坂
屋
新
右
衛
門
よ
り
の
書
状
に
、
島
原
大
豆
を
薩
摩
へ
送
る
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
薩
州
船
々
北

　
　
国
米
積
入
愛
元
迄
下
り
候
処
、
薩
州
何
方
も
米
改
方
六
ヶ
敷
候
而
、
積
込
難
相
成
故
、
米
之
分
ハ
愛
元
蔵
払
二
仕
、
早
書
之
大
豆
買
二
御
座
候
、
何
ぞ
鹿

　
　
児
島
大
豆
直
段
ハ
相
替
儀
も
無
御
座
、
積
荷
無
御
座
二
藍
無
拠
大
豆
存
二
期
座
料
」
（
「
石
本
文
書
」
＝
一
八
四
三
）
と
、
薩
州
船
が
運
ん
で
き
た
北
国
米

　
　
の
代
わ
り
に
天
草
大
豆
を
積
み
込
む
た
め
用
と
し
て
石
本
へ
大
豆
の
有
無
を
尋
ね
て
い
る
。
ま
た
、
黒
砂
糖
を
上
方
へ
運
ん
だ
船
の
下
り
に
、
大
豆
商
い

　
　
が
で
き
る
の
で
、
石
本
の
大
豆
も
富
岡
に
預
け
て
お
い
て
は
ど
う
か
、
と
勧
め
て
お
り
、
大
豆
が
薩
摩
へ
天
草
を
仲
介
し
て
運
ば
れ
て
い
た
。

（
1
7
）
　
「
砂
糖
智
歯
も
追
々
御
配
慮
昼
下
置
畳
段
小
森
様
よ
り
も
御
内
意
之
趣
吉
五
郎
方
よ
り
申
越
重
畳
母
上
仕
合
奉
存
上
候
、
余
り
数
々
奉
懸
御
弾
配
候
段

　
　
何
と
も
春
泥
塁
上
尽
千
万
奉
大
里
候
、
此
上
い
つ
れ
共
可
融
御
薦
計
之
程
奉
願
上
候
」
と
、
小
森
が
砂
糖
の
件
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

　
　
て
い
る
旨
の
奥
四
郎
宛
と
比
定
さ
れ
る
書
状
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
武
野
要
子
氏
は
、
「
石
本
家
が
琉
球
貿
易
の
好
転
の
た
め
に
な
し
た
貢
献
の
代
償
と
し
て
、
雨
量
産
物
の
黒
砂
糖
の
長
崎
に
於
け
る
販
売
、
な
ら
び
に

　
　
茶
の
薩
藩
買
上
依
頼
を
通
じ
て
、
相
当
の
商
業
利
潤
を
お
さ
め
た
」
（
「
前
掲
論
文
」
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
「
石
本
文
書
」
＝
一
五
三
。

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
一
）

二
七



文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
こ

二
八

（
2
0
）
　
「
石
本
文
書
」
三
九
＝
二
。

（
2
1
）
　
前
掲
拙
稿
。

（
2
2
）
　
「
石
本
文
書
」
九
〇
四
八
。

（
2
3
）
　
右
ハ
現
米
大
坂
江
為
来
王
難
申
共
大
坂
表
ハ
御
直
廻
し
を
以
銀
納
仕
候
而
も
不
分
銅
、
又
ハ
御
屋
敷
江
申
出
正
米
こ
て
無
之
来
泊
難
叶
儀
二
尊
哉
、

　
　
両
条
之
処
可
相
武
儀
二
林
口
・
早
々
御
事
繕
ひ
急
便
之
節
為
御
知
被
下
候
ハ
・
、
得
と
勘
弁
仕
度
奉
存
候
（
正
月
様
七
日
）

（
2
4
）
　
こ
れ
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
石
本
家
の
家
政
改
革
と
も
関
連
し
、
平
兵
衛
を
中
心
と
し
た
長
崎
店
な
ど
の
経
営
が
本
家
の
経
営
と
別
に
行
わ
れ

　
　
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
武
野
要
子
「
曇
霞
琉
球
貿
易
と
貿
易
商
人
石
本
家
の
関
係
」
・
黒
田
安
雄
「
文
化
文
政
期
長
崎
商
法
拡
張
を
め
ぐ
る
薩
摩
藩
の
画
策
」
（
『
史
淵
』
第
百

　
　
十
四
輯
）
。

（
2
6
）
　
「
石
本
家
所
蔵
文
書
」
。

（
2
7
）
　
「
石
本
文
書
」
三
五
六
七
。
な
お
、
奥
右
筆
組
頭
布
施
内
蔵
丞
に
つ
い
て
は
、
付
紙
に
「
本
文
布
施
内
蔵
丞
殿
二
は
御
書
二
二
滞
流
二
相
成
候
事
」
と

　
　
あ
る
。

（
2
8
）
　
「
石
本
家
所
蔵
文
書
」
。

（
2
9
）
　
「
石
本
家
所
蔵
文
書
」
。

（
3
0
）
　
「
石
本
文
書
」
七
五
〇
七
。

（
3
1
）
　
石
本
家
所
蔵
文
書
」
に
は
、
天
保
三
年
の
双
方
の
贈
り
物
な
ど
の
遣
り
取
り
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
重
重
側
近
の
山
本
理
兵
衛
か
ら
薩
摩
藩
の
情
報
も

　
　
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
つ
ぎ
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
先
年
以
来
承
知
半
身
一
条
、
此
節
笑
左
衛
門
着
府
、
翌
日
内
談
承
知
仕
候
、
右
は
時
節
柄
別
而
御
苦
労
二
身
存
候
、
尤
永
世
連
綿
之
差
送
り
吟
味
之

　
　
　
義
は
不
容
易
儀
候
付
、
万
一
拙
者
共
存
寄
も
候
ハ
・
可
罰
出
様
同
人
よ
り
承
知
致
候
得
共
、
右
は
奥
四
郎
委
細
承
候
儀
二
而
、
於
拙
者
は
貴
所
様
御

　
　
　
心
願
筋
毛
頭
存
野
江
候
段
は
相
答
置
候
、
其
後
愚
存
之
趣
は
物
語
仕
置
候
押
付
、
近
日
重
役
衆
吟
味
相
還
相
ハ
・
猶
申
出
へ
も
可
申
聞
旨
示
談
二
御
座

　
　
　
候
、
委
曲
其
節
可
申
上
候
、
今
日
卒
便
二
付
大
頭
迄
を
申
諌
候
、
以
上

　
　
　
　
　
二
月
十
六
日
　
　
　
山
本
理
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
本
平
兵
衛
様



（
3
2
）

天
保
七
年
の
受
取
に
よ
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

米
一
四
四
石
　
福
之
江
蔵
所
よ
り
受
取

　
　
此
の
俵
数
四
二
八
八
俵
一
九
二
合

　
　
内

　
三
〇
俵
（
一
〇
石
八
升
）
　
福
之
江
問
屋
長
次
郎
売

　
　
丁
銭
七
拾
壱
文
替
」
此
銭
七
拾
壱
貫
五
百
六
拾
八
文

　
三
俵
一
九
二
合
（
一
石
二
斗
）
　
丈
助
船
運
賃

　
　
代
銭
九
六
八
貫
八
百
七
拾
二
文

　
三
九
五
俵
　
長
崎
松
坂
屋
渡
し

な
お
、
諸
雑
費
と
し
て
銭
八
七
貫
九
〇
四
文
が
か
か
っ
て
い
る
。

文
政
・
天
保
初
期
の
薩
摩
藩
と
石
本
家
（
こ

二
九


